オンラインマニュアルを起動する 

1®-「2章4オンラインマニュアルの起動」 


1 オンフインマニュアルの目次 



! 1 はじめに 1 r 

困ったとぎは ■ 

!オンラインマこュアル®使いかた ■ 1 

付録 ■ 

1111 MfaiapAM \m 

用語集 ■ 

i 1 こんなことがしたい ■ 



用途に合わせて 
オンラインマニュアルを読む 


本書の上記以外の内容は、必要に応じてお読みください。 

また、同梱されている他の説明書や、周辺機器に添付されている説明書も必要に応じて 
お読みください。 

Q リリース情報について 

本製品を使用する上での注意事項などが記述され ています。 必ずお読みく ださい。 
ご覧になるには [スター ト]メニュー-[はじめに]-[リリース情報]を選択し ます。 


オンラインマニュアルとは、画面上で確認できる電子マニユア)レです。 



Windows のセットアップ終了後、 Windows の使いかたについては、各システムに付 
属の説明書（『ファーストステップガイド』など）または 『 Windows のヘルプ』をご覧 
ください。 

^初期作業が終わった5—オンラインマニュアル 


『安心してお使いいただくために』を読む 


パソコンを設置する 


電源を入れる 


各部の名称を確認する 


Windows を使えるようにする 
(セツトアップ) 


バッテリを充電する 


€) マニュアルの使いかた 

ぶ初めて電源を入れるとき一取扱説明書（本書) 


オンラインマニュアルの 
目次から' 目的に合わせて 
読みたいところを選択する 


ぺ 

次 

如 

目 


初期作業 

本書の巻頭〜 

「2章2初めて電源を入れるとき」 
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はじめに 


このたびは、 D v naBo ° k Satellite をお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 
本製品は高性能 ■ コンパクトを特長とするパーソナルコンピュータです。 

本書は本製品の基本的な取り扱いかたをできるだけ簡単に、正しく理解できるように作ら 
れています。お読みになった後も、いつでも取り出せる場所に保管しておいてください。 
また、ご購入のモデルにより、システム (0S) が異なります。ご購入のモデルに対応し 
た部分をお読みください。 __ 

また本製品には、このマニュアルの他に、 D y naB °° k Satellite オンラインマニュアル（以 
降、本書中ではオンラインマニュアルと記述します）が用意されています。便利な設定 
やプレインストールされているアプリケーションの使いかたなどは、オンラインマニュ 
アルをご覧ください。 

@オンラインマニュアルが「2章4オンラインマニュアルの起動」 

また、『リリース情報』には、本製品を使用するにあたっての注意事項などが記述され 
ていますので、必ずお読みください。 

^ リリース情報0「マニュアルの使いかたリリース情報について」 


( a 漏洩電流自主規制について 



この装置は、社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータ業界基準 
(PC-1 1-1988) に適合しております。 


1 

瞬時電圧低下について） 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬 
時電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を 
上回る瞬時電圧低下に対しては、不都合を生じることがあります。 


免 

■波障害自主規制について） 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協義会 (VCCI) の基準に基づくクラス 

B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、 
この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、電波障害を弓1き起 
こすことがあります。 

取扱説明書に従つて正しい取り扱いをしてください。 


高調波対策について） 


本装置は「高調波ガイドライン適合品」です。 


( a 国際 エネルギースターブ □グラムに ついて 


当社は国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品 
が国際エネルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たし 
ていると判断します。 



省電力設定に関しては、「5章1消費電力を節約する」をご覧ください。 
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@モデム使用時の注意事項 j 

* モデム内蔵モデルのみ 

本製品の内蔵モデムをご使用になる場合は、次の注意事項をお守りください。 


内蔵モデムは、財団法人電気通信端末機器審査協会により電 
気通信事業法第50条1項に基づき、技術基準適合認定を受 
けたちのです。 



認定番号 

A00-0940JP 


•使用できない地域 

内蔵モデムは、次の地域で使用できます。 

アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、イギリス、 
イスラエル、イタリア、インドネシア、エジプト、エストニア、オーストラリア、 
オーストリア、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、シンガポール、スイス、 
スウェーデン、スペイン、スリランカ、スロベニア、タイ、台湾、中国、デンマーク、 
ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、八ンガリー、バングラデシュ、 
フィリピン、フィンランド、フランス、ベルギー、ポーランド、ポルトガル、香港、 
マレーシア、マルタ、南アフリカ、ラトビア、リトアニア、ルクセンブルク、レバノン 

(2001 年1月現在) 

なお、その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域ではご使用にな 
れません。ご注意ください。 

内蔵モデムが使用できない地域では、その地域で許認可を受けているモデムをご購入 
ください。 

内蔵モデムに接続する回線が PBX 等を経由する場合は使用できない場合があります。 
上記の注意事項を超えてのご使用における危害や損害などについては、当社では責 
任を負えませんのであらかじめご了承願います。 


•自動再発信の制限 

内蔵モデムは2回を超える再発信（リダイヤル）は、発信を行わず 『BLACK 
LISTED 』 を返します （『BLACK USTED 』 の応答コードが問題になる場合は、再 
発信を2回以下または再発信間隔を1分以上にしてください)。 


* 内蔵モデムの自動再発信機能は、電気通信事業法の技術基準（アナログ電話端末） 
「自動再発信機能は2回以内（但し、最初の発信から3分以内)」に従っています。 


• 雷雲が近づいてきたときは、モジュラープラグを電話回線用モジュラージャックから抜いてく 
So ださい。電話回線に落雷した場合、内蔵モデムやパソコン本体が破壊されるおそれがあります。 
• 内蔵モデムを使用する場合は、ご使用になる地域にあわせてモデムの地域設定が必要です。 
《オンラインマニュアル》 
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FCC information 


Product name : DynaBook Satellite 4600 series 

Model number : PS460* 

FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FCC rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, it not installed and used in accordance with the instructions, 
may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, wmch can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the 
following measures: 

[I Reorient or relocate the receiving antenna. 

Ql Increase the separation between the equipment and receiver. 

Q Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

Q Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

WARNING: Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached to 
this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended by 
Toshiba is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must be 
used between the external devices and the computer’s or external monitor port, PS/2 mouse 
port, PS/2 keyboard port, parallel port, USB port, video-out port, microphone jack and 
headphone port, serial port, lan port, modem port. Changes or modifications made to tnis 
equipment, not expressly approved by Toshiba or parties authorized by Toshiba could void the 
user’s authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two 
conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that 
may cause undesired operation. 

Contact 

Address: Toshiba America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone: (949) 583-3000 
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TOSHIBA 


EU Declaration of Conformity 
EU Ubereinstimmugserklarung 
Declaration de conformity UE 
Declaracion de conformidad de la UE 
Dichiarazione di conformita UE 
EU Forsakran om overensstammelse 


Toshiba declares, that the product: PS460* conforms to the following Standards: 

Toshiba erklart, daB das Produkt: PS460* folgenden Normen entspricht: 

Toshiba declarent que le produit cite ci-dessous: PS460* est conforme aux normes suivantes: 

Toshiba declaran que el producto: PS460* cumple los sigulentes estandares: 

Toshiba dichiara, che il prodotto: PS460*, e conforme alle seguenti norme: 

Toshiba intygar att produkten: PS460* overensstammer med 101 jande normer: 

Supplementary Information: “The product complies with the requirements of the Low Voltage 

Directive 73/23/EEC and the EMC Directive 89/336/EEC.” 
Weitere Informationen: “Das Produkt entspricht den Anforderungen der Niederspannungs- 

Richtlinie 73/23/EG und der EMC-Richtlinie 89/336/EG.” ^ 


Informations complementaires : “Ce produit est conforme aux exigences de la directive sur les basses 

tensions 73/23/CEE et de la directive EMC 89/336/CEE.” 
Informacion complementaria: “El Producto cumple los requisites de baja tension de la Directiva 

73/23/CEE y la Directiva EMC 89/336/CEE.” 

Ulterion informazioni: “II prodotto e conforme ai requisiti della direttiva sulla bassa 

tensione 73/23/EG e la direttiva EMC 89/336/EG.” 


Ytterligare information: “Produkten uppfyller kraven enligt lagspanningsdirektiver 73/23 / 

EEC och EMC-direktiv 89/336/EEC.” 


This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. Respon¬ 
sible for CE-Marking is Toshiba Europe, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany. 
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TEAC CD-ROM ドライブ CD-224E 
安全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A 注意 


1 . 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、右記の表示がされています。 
本装置はヨー□ッノ V ° 共通のレーザ規格 EN 60825で 
"クラス1レーザー機器”に分類されています。 

レ_ザ_光を直接被爆することを防ぐために、この 
装置の筐体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因に 
なります。信頼性、安全性、性能の保証をすることが 
でぎなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあり 


/* 

CLASS 1 LASER PRODUCT 


V 

LASER KLASSE 1 

ノ 


CAUTION - INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN DO NOT STARE INTO BEAM OR 
VIEW DIRECTLY WITH OPTICAL 
INSTRUMENTS 

VORSICHT - UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG, 

WENN ABDECKUNG GEOFFNET NICHT 
IN DEN STRAHL BLICKEN AUCH NICHT 
MITOPTISCHEN INSTRUMENTEN 
VARNING - OSYNL IG LASERSTRALNING NAR 

DENNA DEL AR OPPNAD STIRRA EJ IN I 
STRALEN OCH BETRAKTA EJ STRALEN 
MED OPTISKA INSTRUMENT 


ます。従って、本装置を使用するシステムには、これらの誤りや故障に起因する二次的な損失、 
障害および事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。本装置の故 
障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損害を誘発する可能性があるシ 
ステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

5. ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談ください。 


Location of the required label 



CERTIFICATION: THIS 
PRODUCT COMPLIES WITH 
DHHS RULES 21 CFR CHAPTER 
1 ， SUBCHAPTER JAPPLICABLE 
AT DATE OF MANUFACTURE . 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


TEAC CORPORATION 
3-7-3, NAKA - CHO , 
MUSASHINO - SHI , 
TOKYO , JAPAN 


ノ 









東芝 DVD-ROM ドライブ SD-C 2402 
安全にお使いいただくために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


_ A 汪思 

1 . 本装置はレーザーシステムを使用しています。 

本装置の定格銘板には、右記の表示がされています。 

本装置はヨーロッパ共通のレーザ規格 EN 60825で 
"クラス1レーザー機器”に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置の筐体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全性、性能の保証をする 
ことができなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を使用するシステムに 
は、これらの誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止するために、安全性や保 
全性に関する十分な配慮が必要です。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体へ 
の危害や物質的損害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のデイスクが損傷を受けても保証はいたしません。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREIL A LASER DE CLASSE 1 
LASER KLASSE 1 PRODUKT 
TO EN 60825-1 

□ □□ !□□□□□□ 


5. ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買しヽ上げの販売店にご相談ください。 


CAUTION 

VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WHEN OPEN. DO 
NOT STARE INTO BEAM OR VIEW DIRECTLY WITH OPTICAL 
INSTRUMENTS. 

ATTENTION 

RAYONNEMENT VISIBLE ET INVISIBLE LASER EN CAS 
D'OUVERTURE. NE PAS REGARDER DANS LE FAISCEAU. N1 
A L’OEIL NU N1 A L’AIDE D，INSTRUMENTS D'OPTIQUE. 
VORSICHT 

SICHTBARE UND UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NICHT IN DEN STRAHL BLICKEN 
AUCH NICHT MIT OPTISCHEN INSTRUMENTEN. 

注 意 

ここを開くと可視レーザ光及び不可視レーザ光が出ます。ビー 
ムを直接見たり触れたりしないこと。光学機器で直接ビームを 
見ないこと。 


ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING VED ABNING.SE 
IKKE IND I STRALEN-HELLER IKKE MED OPTISKE 
INSTRUMENTER. 

ADVARSEL 

SYNLIG OG USYNLIG LASERSTRALING NAR DEKSEL APNES. 
STIRR IKKE INN I STRALEN ELLER SE DIREKTE MED 
OPTISKE INSTRUMENTER. 

VARO! 

AVATTAESSA OLETALTTINA NAKYVAA JA nAkYMATON 
LASERSATEILYLLE. AlA TUIJOTA SATEESEEN ALAKA 
KATSO SITA OPTISEN LAITTEEN LAPI. 

VARNING 

SYNLIG OCH OSYNLIG LASERSTRALNING NAR DENNA DEL 
AR OPPNAD. STIRRA EJ IN I STRALEN OCH BETRAKTA EJ 
STRALEN MED OPTISKA INSTRUMENT. 


广 — Location of the required label 
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Trademarks 

• Microsoft 、 MS - DOS 、 Windows、Windows NT は、米国 Microsoft Corporation 
の米国およびその他の国における登録商標です。 

• PS /2 は、米国 International Business Machines Corporation の登録商標です。 

• SoundBlaster は米国 Creative Technology 社の商標です。 

• Intel ' Pentium 、 Celeron 、 インテル、 SpeedStep は Intel Corporation の商標 
または登録商標です。 

• Ethernet、Fast Ethernet は富士ゼ□ックス社の登録商標または商標です。 

- CardWizard は米国 SystemSoft Corporation の商標です。 

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社が商標および登録商標として使用して 
いる場合があります。 

〇 ぉ願ぃ 

-本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 

•本書の内容は、予告なしに変更することがあります。 

•記憶装置（八ードディスク、フロッピーディスクなど）に記録された内容は故障や 
障害の原因にかかわらず保証いたしかねます。 

•本製品にプレインストールされているシステム (0 S ) 以外をインストールした場合 
の動作保証はいたしかねます。 

-購入時に決められた条件以外での、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピー 
をすることは禁じられています。お取り扱いにはご注意願います。 

-パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいて 
<ださい。 

パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場合は、お使いの 
機種を確認後、お近くの保守サービスにご依頼ください。 

パスワードの解除を保守サービスにご依頼される場合は、有償です。またそのとき、 
身分証明書（お客様ご自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

本書の内容について万一不可解な点や誤りなど、お気づきの点がございましたら、東芝 
PC ダイヤル（巻末参照）までご一報ください。 

お使いになる前に本体同梱のお客様登録カードに必要事項をご記入のうえ、返送してく 
ださい。 

保証書は記入内容を確認のうえ、大切に保管してください。 
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本書の読みかた 


Q 記号の意味 


P 警告 

•誤った取り扱いをすると、人が死亡する、または重傷を負う可能性があることを示し 
ます。 


注意 

しようがい ^ 

•誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性、または物的損害のみが発生する可 
能性があることを示します。 ^ 


^ •データの消失や、故障や性能低下を起こさないために守ってほしいこと、仕様や機能に関し 
お願い て知つておいてほしいことです0 


J ^) • 知っておくと便利なことを説明しています。 

メモ 

• rsiFarooiPin 

本書は 、 Windows 98 、 Windows 2000 / NT モデルに共通の取扱説明書です。 
それぞれの固有の操作や機能名称を示すときは次のマークを使用しています。 

ご購入の製品に応じた部分をお読みください。 

F 181 Windows 98の場合の固有の操作や機能名称などを示します。 
iaiii Windows 2000の場合の固有の操作や機能名称などを示します。 

PNH Windows NT の場合の固有の操作や機能名称などを示します。 

^この取扱説明書や他の説明書への参照先を示しています。 

「この取扱説明書の参照先」 

『他の説明書への参照先』 

《オンラインマニュアルへの参照》 

(注）補足説明をしています。 
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d 画面の表しかた 



合は実際にはさまざまな数字や記号が入ります。 

^ 入力するキーの表現 

操作で入力するキーを本文中で表すときには、説明に必要な部分だけを□で囲んで書い 
ています。 

ra キーを押す - ^ を押してください。 

^キーを押す - ぬ I を押してください。 

Space キーを押す - ^ J (スペースキ ー） を押してください。 

操作の表しかた 

操作や作業は、次のように示します。 

【例】 

•操作が1つで済む場合は、次のように示します。 

[ Y ] キーを 押す 

•キーを「+」でつないで書いてあるときは、前のキーを押したまま離さずに次のキー 
を押してください。 

~Fn]+ | Ins] キーを 押す 

この場合は、 { M キーを押したまま_キーを押します。 
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用語について 

本書では、次のように定義します。 


システム . 特に説明がない場合は、ご使用になるオペレーティン 

グシステム （0 S ) を示します。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

. アプリケーションソフトウェアを示します。 

Windows 98 . Microsoft ® Windows ®98 SECOND EDITION 

operating system 日本語版を示します。 

Windows 2000 . Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 

operating system 日本語版を示します。 

Windows NT . Microsoft ® Windows NT ® Workstation 4.0 

operating system 日本語版を示します。 

Windows . Windows 98 、 Windows 2000 、 Windows NT を 

爪しま 9 。 

MS - 旧 E . Microsoft ® IME 2000、 Microsoft ® IME 98, 

Microsoft ® IME 97 を示します。 

モデム内蔵モデル . LAN とモデムが内蔵されているモデルを示します。 

DVD - ROM モデル . DVD - ROM ドライブが内蔵されているモデルを示します。 


その他不明な用語については、《オンラインマニュアル用語集》をご覧ください。 
眩オンラインマニュアル〇「2章4オンラインマニュアルの起動」 


17 












日常の取り扱い 


日常の取り扱いでは、次のことを守ってください。 

^パソコン本体 


f A 警告 •水などの液体がかかったり、直射日光の当たる場所に置かないでください。 
V _ショート、発煙のおそれがあります。_ 



n 注意 



•お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、電源コードを> 
AC 電源から抜いてください。電源を切らずにお手入れをはじめると、感電するおそ 
れがあります。 

• 機器に強い衝撃や外圧を与えないように注意してください。 

製品には精密部品を使用しておりますので、強い衝撃や外圧を加えると部品が故障す 
るおそれがあります。 

• 水や中性洗剤は、絶対に本製品に直接かけないでください。本製品が傷んだり故障す 
るおそれがあります。 

• シンナーやベンジンなどの揮発性の有機溶剤や化学ぞうきんなどは使わないでくださ 
し、。本製品が傷んだり故障するおそれがあります。 

•持ち運ぶときは、必ず電源を切り、電源スイッチロックを有効（右側）にしておいて 
ください。誤って電源スイッチに力が加わり、電源が入る可能性があります。かばん 
の中など、本製品の発する熱がこもりやすい場所では、内部の温度が上がり、火災、 
故障のおそれがあります。 

• ぐらついた台の上やかたむいた所など、不安定な場所に置かないでくだい。 

パソコンが落ちたり倒れたりしてケガをするおそれがあります。 J 


•機器の汚れは、柔らかい乾いた布で拭いてください。 

汚れがひどいときは、水に浸した布を固くしぼってから拭きます。 
ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。 
•ディスプレイは静かに閉じてください。 

• 使用できる環境は次のとおりです。 

温度5〜 35° C 、 湿度20〜80% 

• 次のような場所で使用や保管をしないでください。 

直射日光の当たる場所 

非常に高温または低温になる場所 

急激な温度変化のある場所（結露を防ぐため） 

強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く） 

ホコリの多い場所 
振動の激しい場所 
薬品の充満している場所 
薬品に触れる場所 
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Q フロッピーディスク 

フロッピーディスクは消耗品です。傷がついた場合は交換してください。 

フロッピーディスクを取り扱うときには、次のことを守ってください。 

•フロッピーディスクに保存しているデータは、万一故障が起こったり、消失した場 
合に備えて、定期的に複製を作って保管するようにしてください。 

フロッピーディスクに保存した内容の障害については、当社は一切その責任を負い 
ませんので、あらかじめご了承ください。 

•シャッター部を開けて磁性面を触らないでください。 

汚れると使用できなくなります。 

•スピーカなど強い磁気を発するものに近づけないでください。 

記録した内容が消えるおそれがあります。 

•直射日光に当てたり、高温のものに近づけないでください。 

#本やノートなど重いものを上に置かないでください。 

•使用場所、保管場所の温度は次のとおりです。 


環境 

使用時 

保管時 

温度 

5 ~ 3 5 °C 

4 ~ 5 3 °C 


•ラベルは正しい位置に貼ってください。 

貼り替えるときに重ね貼りをしないでください。 

•ホコリの多い場所、タバコの煙が充満している場所に置かないでください。 
•保管の際は、プラスチックケースに入れてください。 

•食べ物、タバコ、消しゴムのカスなどの近くにフロッピーディスクを置かないでく 
ださい。 

• 3.5 型フロッピーディスクは当社の次の製品をお使いください。 

他のフロッピーディスクは、規格外などで使用できなかったり、フロッピーディス 
クドライブの寿命を縮めたり、故障の原因となる場合があります。 


製品番号 

形式 

M 4293 

2 HD 形式 

M 4216 

2 DD 形式 


^ フロッピーディスクドライブ 

市販のクリーニング用品を使って、1ヶ月に1回を目安にフロッピーディスクドライブ 
をクリーニングしてください。 
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Q CD / DVD 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわらず保障いたしかねます。製品を長持ちさせ、 
データを保護するためにも、次のことを必ず守ってお取り扱いください。 

• CD / DVD を折り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD / DVD を読 
み込むことができなくなります。 

• CD / DVD を直射日光が当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所に 
置かないでください。また、 CD / DVD の上に重いものを置かないでください。 

• CD / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

• CD / DVD を持つときは、外側の端か、中央の穴のところを持つようにしてくださ 
し、。表面に指紋をつけてしまうと、正確にデータが読み取れなくなることがあります。 

• CD / DVD の表面に文字などを書かないでください。 

• CD / DVD が汚れたりホコリをかぶったりしたときは、乾燥した清潔な布で拭き 
取ってください。 

円盤に沿って環状に拭くのではなく、円盤の中心から外側に向かって直線状に拭くよ 
うにしてください。もし乾燥した布では拭き取れない場合は、水か中性洗剤で湿らせ 
た布を使用してください。 

ベンジンやシンナーなどの薬品は使用しないでください。 

• CD / DVD の表面にシールなどを貼らないでください。 CD / DVD が正常に回転し 
なくなり、 CD / DVD の損傷などの原因になります。 

^ CD-ROM ドラィブ/ DVD-ROM ドラィブ 

ディスクトレイを引き出したままにしないでください。 

市販のクリーニング用品を使って、1ヶ月に1回を目安にク u _ ニングしてください。 

^ 電源コード 

電源 コー ドのプラグを長期間に渡って AC コンセン トに接続したままにしていると、プ 
ラグにほこりがたまることがあります。定期的にほこりを拭き取ってください。 

^ キーポード 

乾いたやわらかい素材のきれいな布で拭いてください。 

汚れがひどいときは、水か中性洗剤を布に含ませ、堅くしぼって拭きます。 

キーのすきまにゴミが入ったときは、掃除機などで吸い出します。ゴミが取れないとき 
は、お使いの機種をご確認後、お買い求めの販売店、または保守サービスにご連絡くだ 
さい。 

コーヒーなど飲み物をこぼしたときは、電源を入れる前にお買い求めの販売店、または 
保守サービスに連絡し、交換を依頼してください（有償)。 
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〇液晶ディスプレイ 



•画面の表面には偏向フイルムが貼られています。このフイルムはキズつきやすいの 
で、むやみに触れないでください。 

表面が汚れた場合は、柔らかくきれいな布で拭き取ってください。水や中性洗剤、揮 
発性の有機溶剤、化学ぞうきんなどは使用しないでください。 

•無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶表示素子は、ガラス板間に液晶を配向処理して注入してあります。そのため、圧 
力がかかると配向が乱れ、元に戻らなくなる場合があります。 



ディスプレイに装着されているサイドライト用 FL 管（冷陰極管）は、ご使用になるに 
つれて発光量が徐々に減少し、表示画面が暗くなります。表示画面が見づらくなつたと 
きは、お使いの機種をご確認後、お近くの保守サービスにご連絡ください。有償にて交 
換いたします。 



カラー液晶ディスプレイは、非常に高精度な技術を駆使して作られていますが、_部に 
表示不良画素（欠け、常時点灯など）が存在することがあります。これらの表示不良画 
素は、少量に抑えるよう管理していますが、現在の最先端の技術でも表示不良画素をな 
くすことは困難ですので、ご了承ください。 

^アキユポイント n (ポインティング装置） 

マウスポインタを動かすポインティング装置をアキュポイント n といいます。 

アキュポイント ms 、 八ンドクリームや油などのついた手で操作したり、油性の液体を 
つけたりしないでください。操作時にすべりやすくなったり、アキュポイントキャップ 
が劣化する（溶ける）おそれがあります。アキュポイントキャップがすりきれたら取り 
換えてください。 

携帯電話、無線機など電波を発生する機器が近くにあるときにマウスポインタが移動す 
る場合があります。その場合は、電波を発生する機器を離してください。 

また、次の場合、マウスポインタが移動することがあります。この場合は、マウスボイ 
ンタが動かなくなるのを待ってから、アキュポイント n を使用してください。 

-電源を入れたとき 

-一定の力で一定の方向にマウスポインタを移動し続け、指を離したとき 
-温度が急激に変化したとき 
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^ データのバックアップについて 

重要な内容は必ず、定期的にノ（ックアップをとって保存してください。 

本製品は次のような場合、スタンパイ機能 （Windows 98/2000)、サスペンド機能 
(Windows NT ) または休止状態 （Windows 98/2000) が無効になり、本体内の 
記憶内容が変化し、消失するおそれがあります。 

•誤った使いかたをしたとき 

•静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき 

•長時間使っていなかったために、パッテリ（バッテリパック、時計用バッテ U ) の充 
電量がなくなったとき 
•故障、修理、バッテリ交換のとき 
• 電源を切った直後にすぐ電源を入れたとき 

•バッテリ駆動で使用しているときにパッテリパックを取りはずしたとき 
•増設メモリの取り付け/取りはずしをしたとき 

記憶内容の変化/消失など、八ードウエアやフロッピーディスクに保存した内容の損害 
については、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご承知ください。 

^持ち運ぶとき 

持ち運ぶときは、誤動作や故障を起こさないために、次のことを守ってください。 

• 電源は必ず切ってください。 

電源を切った後も、 Disk © LED が点灯中は動かさないでください。 

•電源スイッチロックを有効（右側）にしておいてください。 

電源スイッチロックを解除して持ち運んだ場合、誤って電源スイッチに力が加わり、 
電源が入る可能性があります。 

この場合、パッテリ駆動になりますので、使用するときにバッテリが消耗してし)る原 
因になります。 

• かばんなどにノ てソ コンを収納するときは、必ず電源が切れていることを ご 確認く ださい。 
•急激な温度変化（寒い屋外から暖かい屋内への持ち込みなど）を与えないで ください。 
やむなく急な温度変化を与えてしまった場合は、数時間たってから電源を入れるよう 
にして ください。 

• 外付けの装置やケーブルは取りはずしてください。 

また、フロッピーディスクや CD / DVD がセットされている場合は、取り出してく 
ださい。 

•落としたり、強いショックを与えないでください。また、日の当たる自動車内に置か 
ないで < ださい。 

故障の原因になります。 

Q カスタム•リカバリ CD / リカバリ CD について 

カスタム • リカパリ CD / リカバリ C □は絶対になくさないようにしてください。紛失 
した場合、再発行することはできません。 

@使用方法について〇「7章再セツトアップ」 
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Q 仕様について 

本製品の仕様は国内向けです。国外で本製品を使用する場合は、電源に合った電源コー 
ドをお買い求めください。 

AC アダプタの仕様は次のとおりです。 

入力 ： AC 10 0 V 〜 240 V (0.75 A - 0.35 A ) 50/60 HZ 
出力： DC 15 V 、4 A 
また、消費電力の仕様は次のとおりです。 

最大消費電力： 60 W (電源スイッチオン時） 

最小消費電力：約1 1.5 W (電源スイッチオン時） 

約 2.5 W (電源スイッチオフ時） 

パソコンの電源を切った後に、電源コードを抜くと消費電力はゼロになります。 

本機器は、「機器のリサイクルに適した設計」となっています。 

Q 消耗品について 

次の部品は消耗品です。 

•パッテリパック（充電式リチウムイオン電池） 

長時間の使用により消耗し、充電機能が低下します。 

充電機能が低下した場合は、別売りのパッテリパックと交換してください。 

• 時計用ノ（ッテリ（交換は有償です） 

•アキュポイントキャップ 

消耗した場合は、お使いの機種をご確認後、お買い求めの販売店、または保守サ_ピ 
スにご連絡ください。 

^廃棄について 

本装置の廃棄については、別冊の『安心してお使いいただくために』をご覧ください。 
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_ を入れる前に 

本章では、パソコンの電源を入れる前に、必要な準備について説明します。 

1 各部の名称 . 26 

2 周辺機器の接続場所 . 28 

^パソコンの準備 . ,....30 

4 バッテリの充電 . 33 

^ アキュポイント n と 

コント □ ールポタンの使いかた ..:. . 35 

6 キーポード ' . 36 

7 サウンド . 44 









5) 各部の名称 


ここでは、各部の名称と機能を簡単に説明します。各部につし 〉 ての詳しい説明は、それ 
ぞれに関連する章で行います。周辺機器を取り付ける場所については、「本章2周辺機 
器の接続場所」で説明します。 


ディスプレイ開閉ラッチ 


電源スイッチロック 

電源スイッチをロック 
します。 

•E3E セキュリティ 
□ック • スロット 

盗難防止用にチェーン 
などを接続します。 

) ':ソコン本体内部にファンが 
あり、熱を内部から外部に逃 
がすための吹き出し口です。 



ディスプレイ 

表示装置です。1024 X 768ドットの 
カラー液晶ディスプレイです。 


キーシフトインジケータ 


ボード 

「本 早〇 キ_ ボー ト」 

アキュポイント n 

マウスと同等の動作 
をします。 


スピーカ 


システムインジケータ 


スピーカ 


電源スイッチ - RESET > リセットスイッチ 

電源を入れた直後の初期状態にするスイッチ 
です。先の細いもので押してください。 

-システムが操作不能になったとき 
S 6# L ' 以外は使用しないでください。 


インジケータ） 

それぞれは、次の状態を示します。 


キーシフトインジケータ 

A 

Caps Lock LED 

文字入力の「大文字ロック状態」 

「本章 6- 入力に関する制御キー」 

❖ 

Arrow Mode LED 

文字入力の「アロー状態」 

暖「本章6-晒キーを使った特殊機能キ_」 

II! 

Numeric Mode LED 

文字入力の「数字ロック状態」 

»「本章6- _キーを使った特殊機能キー」 

システムインジケータ 


DC IN LED 

電源コードの接続！^「本章 3-3 電源に関する表示」 


Power LED 

電源の状態！^「本章 3-3 電源に関する表示」 

〇 

Battery LED 

バッテリの状態！^「本章 4-3 バッテリに関する表示」 

〇 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスしている 

日 / ⑤ 

FDD/CD-ROM LED 

フロッピーディスクドライブか CD - ROM ドライブ/ DVD - 
R 0 M ドライブにアクセスしている 
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モジュラージャック- 

* モデム内蔵モデルのみ 
モジュラーケープ)レで本体を 
電話回線に接続し、モデム機 
能を使用します。 

フロッピーディスクドライブ- 

3.5 型の 2HD、2DD 形 
式のフロッピーディスク 
が使用できます。 


ボリュームダイヤル」 ^ 

へッ ドホンや スピーカの 音量を 
調節します。音量を大きくし 
たいときは奥に、小さくした 
いときは手前に回します。 

K " 赤外線ポー I - 

赤外線ポートを使って、 l「DA 方式の 
赤外線ポートを持つ他の機器と通信 
が行えます。赤外線通信を行う機器 
は、同じ通信用アプリケーションを 
使用してください。 



電源コード_ 

(国内専用、海外用は別売り） 
電源コンセントから AC アダプタに 
電源を供給するケーブルです。 


Q S Q S a e 


-アキュポイント予備キャップ 


一仏す 
実ま 
のし 
合を 
場 作 
う。動 
使すの 
ンをで等 
夕 n ン同 
ボトタと 
ルンボン 
ーィルタ 
□ポセボ 

トユンス 

ンキャウ 
n アキマ 
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2 ノ周辺機器の接続場所 


0 PC カードスロット1(上段）-^~ 

0 PC カードスロット0 (下段） 

PC Card Standard TYPE D 
準拠の力ードを取り付けること 
ができます。また、 CardBus 対応 
力ードを取り付けることができます。 

歧「4章5 PC 力ード」 1 

PC カードロック- 

PC 力ードを装着しているときにはずれ 
ないようにします。 

セキュリティ□ックしたときに有効です。 

Sprt コネクタ- 

プリンタを接続して使用します。 

瞭「4章11プリンタの接続」 ノ/ 


次ページの拡大図を 
ご覧ください。 


愈 


{ Ether } LAN コネクタ-^ 

ネットワークケーブルを接続します。 

IM 1/ 色 PS /2 コネクタ- 

PS/2 対応のキ_ボ_ドやマウスを取り 
付けることができます。 

接続するときは、パソコン本体の電源を 
必ず切ってください。 

「4章2マウスの接続」 _ 

「4章13外付けキ_ボ_ドの接続」 

^ビデオ出力端子- 

映像データの出力端子です。 

NTSC/PAL 規格対応のテレビなどを接続します。 
83=「4章10 テレビへの 接続I 


fL + uS 巳コネクタ 

USB (Universal Serial Bus) 
規格の機器が取り付けられます。 
Windows NT 4.0 は USB をサボー 
卜していません。 

「4章9 USB 対応機器の接続」 

— {-■■} COMMS コネクタ 

RS-232C 規格の機器を取り付け 
られます。マウスなどに RS-232C 
規格のものがあります。 

疏 「4章2マウスの接続」 

LJRGB コネクタ 

CRT ディスプレイを接続して使用でき 
ます。 

^「4章12 CRT ディスプレイの接続」 
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MINI 


2) 


—#マイク入力端子 

マイク□ホンを接続します。マイク□ホンのプラグ 
はモノラルミニジャックタイプ(3.5¢)を使用して 
ください。 

—；ノへッ ドホン出力端子 

へッドホンを接続します。音源はステレオで出力されます。 
へッドホンはステレオミニジャックタイプ(3.5¢)を使用してく 
ださい。 

^ - 次のような場合にはへッドホンを使用しないでください。 
hMi ' 雑音が発生する場合があります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとき 
• へッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 


し-^ポリユームダイヤル 

へッ ドホンやスピーカの音量を調節します。 
咳「本章7サウンド」 


パソコンの準備 






③デイスプレイを開ける 


ディスプレイ開閉ラッチをスライドし①、 
ディスプレイを静かに起こす② 

この時、両手を使ってゆっくり起こしてください。 



注意 


ディスプレイを閉じる場合は静かに閉じてください。 

強く閉じると、衝撃でハードディスクドライブやディスプレイなどが故障するおそれ 
があります。 

八ードディスクの磁性面にキズが付いて、使えなくなることがあります。磁性面に付 
いたキズの修理はできません。 ^ 
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^電源に関する表示 

次のシステムインジケータの図で矢印の付いているものが、電源に関する表示です。 



，恩 □ s BI ⑤ 


それぞれの意味は次のとおりです。 



LED の状態 

パソコン本体の状態 

DC IN ， LED 

緑 

AC アダプタを接続している 


オレンジの点滅 

里穿藝生 

AC アダプタ、バッテリ、またはパソコン 
本体の異常 


消灯 

AC アダプタを接続していない 

Power M LED 

緑 

電源 ON 


オレンジで 
ゆっくり点滅 

E 18] 120001 :スタンパイ中 

FBT 1 :サスペンド中 


消灯 

電源 OFF 
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バソコン本体には、バッテリパックが取り付けられています。 

パッテリを充電して、バッテリ駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使うことがで 
きます。 

パッテリ駆動で使う場合は、 AC アダプタを接続してバッテリの充電を完了（フル充電) 
させます。または、フル充電したバッテリパックを取り付けます。 

充電を完了（フル充電）しなくても使えますが、使用できる時間は短くなります。 

③バッテリの充電 


ここでは、充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

^ 充電方法 

1パソコン本体を電源に接続する 

DC IN LE □が緑色に点灯して Battery CD LED がオレンジ色に点灯すると、充電が 

開始されます。 

パソコン本体に AC アダプタを接続すると、電源の ON/OFF に関わらず常時充電されます。 
疏電源の接続〇「本章 3-1 電源に接続する」 

2 Battery CD LED が緑色になるまで通電する 

パッテリが充電中は日 attery CD LE □がオレンジ色に点灯します。 

DC IN LE □が消灯している場合は、電源が供給されていません。 AC アダプタ、電源 

コードの接続を確認してください。 

^ Battery 〇 LED について〇「本節3バッテリに関する表示」 

^ 充電時間 

充電時間の目安は次のとおりです。 


状態 

充電時間 

電源0 N 時 

約4〜10時間 

電源0 F F 時 

約3時間 


(注）周囲の温度が低いとき、周辺機器を取り付けている場合など、パソコンの使用状況によってこ 
の時間よりも長くかかることがあります。 


f 警告 • バッテリパックの使用中、充電中、保管時に異臭•発熱•変色 • 変形など異常が発生 
V _した場合は、すぐにパソコン本体から取りはずしてください。_ 


4バツテリの充電 

^バツテリ駆動で使うために 



電源を入れる前に 
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注意 •バッテリパックの充電温度範囲内 （10 〜 30° C ) で充電してください。 \ 

充電温度範囲内で充電しないと、液もれや発熱、性能や寿命が低下するおそれがあり 
ます。 

•バッテリパックを水や海水につけたり、ぬらしたりしないでください。 

発熱したり、サビなどのおそれがあります。 

•バッテリパックをお買い上げ後、初めて使用する場合にサビ、異臭、発熱などの異常 
と思われるときは使用しないでください。 

_お買い求めの販売店または、お近くの保守サービスに点検を依頼してくださし A 。 J 

③バッテリに関する表示 


Battery LED で確認する 

次のシステムインジケータの図で矢印の付いているものが、バッテリの状態を示すアイ 


コンです。 




Battery CD LED は次の状態を示しています。 


緑 

充電完了 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電が必要 

消灯 

-パッテリが接続されていない 
- AC アダプタが接続されていない 
-パッテリ異常 


眩パッテリの詳細について〇「3章パソコンを持ち歩く」 
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5 アキ: l ポイント n と]ント□-ルポタン ( Di いかた 


Windows 画面上に表示される （ b ) を「マウスポインタ」といいます。アキュポイン 
卜 n やコント□—ルポタンを使って、マウスポインタを操作します。アキュポイント n 
とコントロールポタンはマウスと同じ働きをします。 



上ボタン： マウスの左ボタンと同じ働きをします。 
下ボタン： マウスの右ボタンと同じ働きをします。 

〇 基本操作 

キーボード中央の、アキュポイント n に指を置きます。アキュポイント]!を押さえなが 
ら上下左右に動かすと、マウスポインタが移動します。 


ク IJ ック 

アキ ュ ポイント n でマウスポインタを合わせて、上ボタン 
または下ポタンを1回押します。 

ダブルクリック 

アキ ュ ポイント n でマウスポインタを合わせて、上ボタン 
または下ボタンを、すばやく2回続けて押します。 

ドラッグアンド 
ド□ップ 

上ボタンまたは下ポタンを押したまま、アキ ュ ポイント n 
でマウスポインタを移動します（ドラッグ）。 

ドラッグの操作の最後に、目的の場所でボタンから指を離 
します（ドロップ）。 

スクロール 

画面を上下に動かす動作のことをいいます。 

スクロール ボタンを押すと、画面が スクロール します。 


•次の場合、アキュポイント n を操作していなくても、画面上のマウスポインタが移動するこ 
So とがあります。 

• 電源を入れたとき 

• 一定の力で一定の方向にマウスポインタを移動し続け、指を離したとき 
この場合は、マウスポインタが動かなくなるまで待ってから、アキュポイント n を使用して 
ください。 

• アキュポイント n と ps /2 マウスを同時に使用するときは、ホイール付きマウスの使用をお 
^メモ すすめします。 

• アキュポイント II と PS /2 マウスを同時に使用する設定をした場合、 PS /2 マウスの仕様に 
よっては、アキュポイント n および ps /2 マウスを同時に使用できなくなる場合があります。 
この場合は、 PS /2 マウスだけの使用に設定してください。 
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キーポードの使いかたはソフトウェアによって違ってきますが、ここでは基本的な使し)か 
たと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 


半/全く漢字〉キーフアンクシヨンキ- 


Esc (エスケープ)キ- 




h f4 dr 


Tab (タブ)キー 


う III %え II 丨&お 


I ぬ 1 丄 |2 ふ | JJ3 ぁ | JJ4 ぅ 1115 ぇ | JJ6 ぉ |、奴 7 。 

1T\q iITw TITe cTTIr TITt iFy Vl 


CapsLock (キヤブスロック） 
英数 < 漢字番号 > キー 


Shift (シフト)キー 


|/漢字番号\| 


心 ' Shift 


Z つ I X 


Ctrl (コントロール)キー I 1 Space (スペース)キー 

Fn キー Alt (オルト)キー 

Win キー 
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電源を入れる前に 
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^ 文字キー 

文字や記号を入力するときに使うキーを文字キーと呼びます。 

文字キーには2〜6種類の文字や記号が印刷されています。どの文字や記号が入力され 
るかは制御キーとの組み合わせなどで異なります。 

文字キーに印刷された文字や記号を入力する場合、どのように操作したらいいか、次の 
文字キーを例に説明します。 



入力したい文字や記号入力操作_内容_ 

キーを押しながら記号やアルファべットの大文字が 
押す 入力できます（この場合は「’」）。 

ぼ「本節-主なキーの呼びかたと役割」 
カナロック状態で 旧 hiffl 記号、カタカナの促音、拗音が入力 
キーを押しながら押す できます（この場合は「ャ」）。 

^カナロック状態 

〇「本節-入力に関する制御キー」 
そのまま押す _ 数字やアルファべットの小文字が 

入力できます（この場合は「7」）。 
カナロック状態のときにカタカナや記号が入力できます 
押す （この場合は「ヤ」）。 

@カナロック状態 

_〇「本節-入力に関する制御キー」 

アロー 状態のときに押す カーソル 制御 キーと して使えます _ 

(この場合は I Home | キー ) 。 

^ アロー 状態 

C 「本節-_ キーを 使った 
特殊機能キー」 

数字ロック状態のときにテンキーとして使えます 
押す （この場合は「7」）。 

^数字ロック状態 

〇「本節-_ キーを 使った 

_特殊機能キー」_ 

•-(チルダ）を入力する場合は、幻キーを入力してください。 

A メモ キ—を押してち入力できません。 

(パックスラッシュ）を入力すると、「¥」と表示されます。 


左上の文字や記号 

右上の文字や記号 

左下の文字や記号 
右下の文字や記号 

前面左の文字や記号 

前面右の文字や記号 
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1 章- 6 キーボード 


P181 

1 Ctrl |+ ICapsLock 英数 I 

謂 00 「NT 

Ctrl 1+1 Shift 1+1 カタカナひらがな 1 

カナ□ック状態になります。この状態で文字キーを 
押すと、キートップ右下に印刷されたひらがなを、 

カタカナで入力できます。 

1 Shift HH CapsLock 英数 1 

大文字ロック状態になります。この状態で文字キー 
を押すと、キートップ左上に印刷された英字などの 
文字を、大文字で入力できます。 


カナロックや大文字ロック状態を解除するには、もう一度同じキー操作をします。 
□ック状態の優先度は、カナ□ック状態>大文字□ック状態です。 
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主なキーの呼びかたと役割 


キー 内容 


Esc (エスケープ） 

操作を取り消すときに使います。 

Shift (シフト） 

アルファべットの英大文字、英小文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力するときに使います。 

Alt (オルト) 

他のキーと組み合わせて、特定の操作を実行するとき 

Ctrl (コント□—ル） 

などに使います。 

m (ウィン） 

Windows のスタートメニューを表示するときに使いま 
す。また、他のキーと組み合わせて、シヨートカットと 
して使うこともできます。 

Space | (スぺース） 

空白文字を入力するときや、入力した文字をかな漢字変 
換するときに使います。 

魯（アプリケーション） 

マウスの右ポタンおよびコント□ールポタンの下ポタンをク 
U ックすることと同様の動作を行いたし'!ときに使います。 

_ (エフエヌ） 

オーバレイキーを使用するときに使います。また、ファ 
ンクシヨンキーとの組み合わせにより特殊機能を実行す 
るときに使用します。 

Ins ( インサート） 

文字の入カモードを挿入/上書きに切り替えるときに使 
います。 

Del (デリート) 

文字を削除するときなどに使います。 

円円 m m (矢印） 

力ーソル移動などに使います。 

Enter 1 (エンター） 

作業を実行するときなどに使います。 

F1 卜 旧 21 (フアンクション） 

特定の操作を実行するときなどに使います。 


上の表の各内容は、お使いの日本語入カシステムやアプリケーションにより変わること 
があります。 


Q 入力に関する制御キー 

キー入力で、よく使う制御キーは次のちのがあります。 

キー 内容 




































































^[ Fnl キーを使った特殊機能キー 


キー 内容 


E3+IF1 

〈インスタン ト セキュリティ機能〉 

表爪画面をオフにし、キ_ボ_ドやマウスから入力でき 
なくします。 

解除するには、パスワードを設定している場合はパス 
ワー ドを入力し、1 Enter 1キーを押します。 

パスワードを設定していない場合は1 Enter 1キーまたは 

F1 |キーを押します。 

〇ずパスワードについて 

〇「6章2パスワードセキュリティ」 

■+ 画 

〈省電カモードの設定〉 

rMraoo 

_ + | F2 |キーを押すと、設定されている「東芝省電力 
ユーティリティ」の省電カモードが反転表示されます。 
_キーを押したまま、_キーを押すたびに省電カモー 
ドが切り替わります。 

PRT] 

省電カモードを切り替えます。 

广 フルノ ':ワ—ノ、イパワー-ミディアムノ (ワ ー— □-ノ (ワ — ユーザ設定-! 

■+ 画 

〈電源 ON/OFF 時に使用 
する機能の選択〉 

rarraioo 

電源を切る状態（電源オフ、スタンバイ、休止状態）を切り替 
えます。_キ_を押したまま、_キーを押すたびに表示 
が切り変わります。 

電源スイッチを押すと、選択した状態で電源が切れます。 

PUT 

レジューム機能（サスペンド）を有効にするか無効にす 
るかを選択します。 

1- 巳 00 1— サスペンド/レジュー•ム（メモリ） 

画 +■ 

〈アラーム音量の調節〉 

アフーム音量を調節します。ビープ音で音量を知らせます。 
_キ_を押したまま、_キ_を押すたびに音量が変わ 
ります。 

广 Off- ►小- ►中-* •大 つ 

圖+画 

〈表示装置の切り替え〉 

表示装置を切り替えます。 

^表示装置の切り替えについて 
〇「4章10テレビへの接続」 

C 「4章12 CRT ディスプレイの接続」 

_+|F10| (アロー状態） 
〈オーバレイ機能〉 

キー ト ップ刖 面左側に灰色で印刷された、カーソル制御 
キーとして使用できます。 

ア□—状態を解除するには、もう 1 度 _ + キー 

を押します。 
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1 章- 6 キーボード 


■+| F 1 1(数字□ック状態) 
〈オーバレイ機能〉 

キートップ别面右側に灰色で印刷された、数字などの文 
字を入力できます。 

数字ロック状態を解除するには、もう1度 
キーを押します。 

■+ IF 12 

(スクロールロック状態） 

—部のアプリケーションでキーを画面スク 
□-•ルとして使用できます。 

ロック状態を解除するには、もう1度网キーを 
押します。 


^ |キーを使ったシヨートカツトキー 

_キ_と他のキーとの組み合わせにより、次のようにシヨートカツトとして使用でき 


ます。 

キー 操作 


細 +E 

[ファイル名を指定して実行]画面を表爪する 

10 +■ 

すべてをアイコン化する 

shift i+i 細 \+m 

すべてのアイコン化を元に戻す 

細 

+EE 

Windows ヘルプを起動する 

1 田 

+ 围:二 

Windows エクスプローラを起動する 

細 

十 E 

ファイルまたはフォルダを検索する 

Ctrl I+I m l+E 

他のコンピュータを検索する 

細 +ITab 

タスクパーのポタンを順番に切り替える 

II 田 

+1 Break 1 

[シスァムのプ□パ丁イ]画面を表爪する 



電源を入れる前に 
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ij 特殊機能キー 

複数キーの組み合わせで、特殊機能を実行することができます。 


特殊機能 

キー 

内 容 

システムの再起動 

Ctrl |+| Alt W Del 

ms 

プログラムの強制終了画面が表示され 
ます。もう1度押すと、システムを再 
起動します。 

MlfTfri 

Windows のセキユリティ画面が表示 
されます。 

画面コピー 

I Fn |+| Ins | 

現在表示中の全体画面をクリツプボー 
ドにコピーします。 


OT + rFrn+rDeii 

現在実行中のアクティブな画面をク 
リツプポードにコピーします。 


^ . Windows 98の場合、システムが操作不能になったとき以外はキーは使 

Siu 用しないでください。デ-夕が消失するおそれがあります。 
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1 章- 6 キーボード 


。日本語入カシステム 

本製品には、日本語入カシステム MS - IME が標準装備されています。 

MS-IME のパージヨンはお使し M こなるシステムによって異なります。 

MS - IME 2000 : Windows 2000モデル 

すべてのシステムのアプリケーシヨンモデル 
MS - IME 98 : Windows 98モデル 

MS - IME 97 : Windows NT モデル 

⑬ 日本語入カシステムの起動 ) 

漢字変換が行えるように日本語入カシステム MS - IME を起動するには、次の方法があり 
ます。 

• く MS - 旧 E 2000 / MS - IME 98) < MS - IME 97> 

■ ^般禊& 塾《 = ' f I 般 I 名 I ダ I 冗 I 分 I 

t ここをクリックし、メニューから- * 

「ひらがな」または「全角ひらがな」 

を選択する 

•タスクバーのアイコン （ fc ) をクリックし、「日本語入力-オン」を選択する 
• 半/全 I キー ( MS - IME 2000の場合）または_+ 1半/金 I : キー ( MS - IME 98 
/ 97の場合）を押す 

漢字変換が行えるようになると、ツールノ（一は次のようになります。 

5あ般岁&塾 I |あ I 盤)釗多!. bl 多 tel 


( a 入カモー巳） 

ローマ字入力が既定値になっています。かな入力などに設定を変更する場合は、ツール 
パーの[プ□パティ]アイコン（至または _) をクリックし、[全般]タブで 
「ローマ字入力/かな入力」の設定を変更してください。 

ローマ字入力とかな入力の切り替えは次の方法でも)切り替えられます。 

m : m + 1 カタカナびらがぱ I キー 
F 20001 1 ST ] :匯 S + [ Shift ] + 1カタカナび g 办:な! キー 

Cq 漢字変換 ） 

入力した文字を漢字変換するには、 ^^ キーを押します。 

目的の漢字ではない場合は、もう1度 ISpacel キーを押して、他の漢字を表示します。 
さらに ISpacel キーを押すと、候補の一覧が表示されます。 

キーで 選択し、 [EM キーを 押します。 

^ MS - IME の使いかた O 『 MS - IME のオンラインヘルプ』 

•ツールバーの[ヘルプ]アイコン （& または^ 1) をクリックすると、 MS - IME のオン 
&メモ ラインヘルプを見ることができます。 





















































サウン 


本製品はサウンド機能を内蔵し、スピーカを用意しています。 

^スピーカ について C 「本節1 スピーカの 音量を調整する」 

システムスピーカについて〇「本節2システムスピーカについて」 

^スピーカの 音量を調整する 

標準で音声、サウンド関係のアプリケーションがインストールされています。 

サウンド機能は Microsoft Windows Sound System、 および Sound Blaster Pro 
に適合しています。サウンドに関する設定については、あわせて 『Windows のヘルプ』 
や『ヤマ八 AC-XG オーディオミキサのヘルプ』をご覧ください。 



本体右側面のポリュームダイヤ)レで調整します。 

音量を大きくしたいときには奥に、小さくしたいときには手前に回します。 

ボリュームダイヤル〇「本章1各部の名称」 

^ [音量]アイコンから調整する) 

タスクパーの[音量]アイコンからスピーカの音量を調整することもできます。 

1タスクバー上の[音量]アイコン（ I )をクリックする 

次の画面が表示されます。 



2つまみを上下にドラッグして調整する 

つまみを上にするとスピーカの音量が上がります。[ミュート]をチェックすると消音になり 
ます。 

•使用するアプリケーションによっては、外部マイクとスピーカで八ウリングを起こし、高く 
大きな音が発生することがあります。この場合は、次のようにしてください。 

• 本製品のボリュームダイヤルで音量を調整する 
• 使用しているアプリケーションソフトの設定を変える 
• 外部マイクをスピーカから離す 
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ポリュームコント □ ールで調整する） 

1タスクバー上の[音量]アイコン（<[|彳）をダブルクリックする 
または、 

[スタート]-[プログラム]-[アクセサリ]-[エンターテイメント]-[ポ 
リュームコント□ール]をクリックする 

nffi 

[スタート]-[プログラム]-[アクセサリ]-[マルチメディア]-[ポ 
リュームコント□ール]をクリックする 

ボリュームコント□—ルが起動します。 



2それぞれのつまみを上下にドラッグして調整する 

つまみを上にするとスピーカの音量が上がります。ミュートをチエックすると消音となります。 


詳しくは、『ボリュームコント□ールのヘルプ』をご覧ください。 






















[スタート]-[設定]-[コント□ールパネル]をクリックする 
[省電力]をダブルクリックする 

利用する省電カモードを選択し、[詳細設定]ポタンをクリックする 
[その他]タブで設定する 

鳴らす場合は[システムビープを鳴らす]をチェックします。 

音量は[スピーカ音量]のスライダーパーで調整します。 

•システムスピーカの音量の調整は、キーを使用して変更することもできます。 
ぼ「本章6-网キーを使った特殊機能キー」 


[スタート]-[設定]-[コント□ールパネル]をクリックする 
[東芝 HW セットアップ]をダブルクリックする 
[Hardware Alarm ] タブで設定する 

鳴らす場合は [System Beep] をチェックします。 

音量は [Alarm Volume] のスライダーパーで調整します。 



システムスピーカについて 


パソコンの八ードウエアの状態を知らせるシステムスピーカがあります。システムス 
ピーカを鳴らす/鳴らさないの設定ができます。ご購入時は「鳴らす」に設定されてい 
ます。また、あわせて、音量の調整もできます。 


^設定方法 
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電源を入れて切るまで 

電源を入れてバソコンが、システムを組み込むまでを、 

「パソコンの起動」といいます。 

本章では、パソコンの起動と電源を切って終了する方法について説明します。 

1電源を入れる . 48 

2 初めて電源を入れるとき . 50 

3 電源を切る . 75 

4 オンラインマニュアルの起動 ..^.85 






フロッピーディスクドライブに何もセットされていないことを確認する 

周辺機器を接続している場合は、周辺機器の電源を入れる 

電源スイッチロックを解除し ①、 Power 
屋 LED が点灯するまで、電源スイッチ 
を押す ② 

Power 厘 LED が緑色に点灯します。パソコン 
の設定によっては、メッセージが表示されます。 



スタンバイ機能 （ Q ® H )、サスペンド機能 （PNT )、休止状態 （ _ ) 
を実行した場合は、電源を切る直前の状態が再現されます。 

これらの機能を実行しない場合には、 Windows の起動画面が表示されます。 

•スタンバイ/サスペンド機能、休止状態とは、次に電源を入れたとき、終了した時点から作 
業が行える機能です。 

スタンパイ/サスペンド機能はデータをメモリに保持し、休止状態は八ードディスクに保持 
します。 

• スタンバイ/サスペンド機能を実行して電源を切ると Power 厘 LED がゆっくりとオレン 
ジ色に点滅します。 

• Windows 98の場合は、初めて電源を入れたとき、 [ Windows セットアップの確認]の画面が 
表示されます 。 Windows 2000 / NT の場合は 、 [Windows 2000セットアップウィザード 
の開始]幽面が表示されます。手順に従って、 Windows のセットアップを行なってくださし' I 。 
1®=セットアップの方法〇「本章2初めて電源を入れるとき」 

4 電源スイッチロックを有効（右側）にする 

操作中に誤って電源スイッチを押してしまわないように、電源スイッチロックを必ず有効に 
しておいてください。 

^パスワードが設定されている場合 

パスワードを設定している場合は、電源を入れると次のメッセージが表示されます。 


Password 二 


設定したノ V ° スワードを入力 U . Enterl キーを押してください。 


• スタンバイ機能 （EH )、サスペンド機能 （ )、休止状態 （EH ) 

_メモ を実行している場合は、電源を入れた直後に表示されます。 

• パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 

■パスワードについて〇「6章2パスワードセキュリティ」 
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1 電源を入れる 


^ 注意 •パソコンの電源を長い間入れていると、パソコン本体の表面が熱を帯びます。長い間 
! に渡って、素肌が直接触れないようにしてください。長い間触れていると、低温やけ 
\ どになるおそれがあります。 


12 3 



















◎ 次のメッセージが表示される場合 

次のようなメッセージが表示されることがあります。主なメッセージとその対処方法を 
7 K します。 


(1) Bad x x x x x x x x 


この場合は IF 1|キーを押して、セットアップ画面を表示させます。 旧。 me | キーを押し 
て標準に設定してください。 

[ End ] キーを押して終了し、キーを押して再起動してください。標準設定の状態にな 
ります。 

セッ トアップ画面について 

〇「6章 1-1 セツトアッププログラムを起動する方法」 


(2) WARNING：xxxxx 


この場合は、キーを何回か押してください。 


(3) WARNING RESUME FAILURE 
PRESS ANY KEY TO CONTINUE. 


スタンバイ機能 （ 『98 m )、 サスペンド機能 （wm ) によるシステム起動がで 
きないというメッセージです。電源を切る前の状態は再現できません。 

この場合は、どれかキーを押してください。 


(4) WARNING:CAN'T RESTORE HIBERNATED STATE 
PRESS ANY KEY TO CONTINUE. 


休止状態 （ PMIM ) によるシステム起動ができないというメッセージです。電源 
を切る直前の状態は再現できません。 

この場合は、どれかキーを押してください。 


(5) Previous resume rrom hibernate failed . 

Would you like to try again [ Enter 二 Y , Esc 二 N ]? 


休止状態（證画！）によるシステム起動ができないというメッセージです。電源を切る 
直前の状態は再現できません。 

0!キーを押してください。もう1度同じメッセージが表示された場合は、キーを 
押してください。 



電源を入れて切るまで 
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2 初めて電源を入れるとき 


パソコン本体の電源を初めて入れるときは、 Windows が使えるようにするために、 
「 Windows セットアップ」という操作が必要です。 

1度 Windows のセットアップをすれば、以降は、電源を入れるとすぐに Windows を 
使用することができます。 

本製品には、次のモデルがあります。 

•Windows 98モデル 
- Windows 2000 / NT モテ ' J レ 


セツトアップ方法については、お客様がお使いになるシステムの手順をご覧ください。 


/ /;\ a m 

\ _ 


ご購入時は、ネットワークの設定は既定値になっています。 Windows のセツトアッ 
プ時に LAN ケーブルを接続していると、ネットワークの設定が既定値のままネッ 
ワークに接続してしまい、ネットワークに障害をもたらす場合があります。必ず、 
LAN ケーブルをはずした状態で Windows のセットアップを行なってください。 


お願い 


•「 Windows セットアップ」は AC アダプタと電源コードのみを接続して行なってください。 
PC 力ード、プリンタ、マウス、増設メモリなどの周辺機器は取りはずしておいてください。 

電源の接続方法について〇 n 章 3-1 電源に接続する」 

「 Windows セットアップ」を行わないと、あらかじめインス t ルされている Windows や 
アプリケーションを使用することはできません。 

•「 Windows セットアップ」の動作中は、電源を切らないでください。 


•「 Windows セットアップ」を行う前に、3〇分以上キーを押さない（アキュポイント n の操 
作も含む）場合、画面に表示される内容が見えなくなりますが、故障ではありません。画面 
に表示するには、キーを押すか、アキュポイント n を動かしてください。 

•「 Windows セットアップ」は、カスタム • リカバリ CD ( _8] ) またはリカバリ CD ( 
1101 EM ) でシステムの復元を行なった場合も必要です。 

Windows 98のセットアップ 

Windows 98のセットアップでは、次のことを行います。 

セットアップは15〜30分程で終了します。 

#ユーザ_情報の登録 
名前とふりがな（省略可能）を登録します。 

•マイク□ソフトソフトウェア使用許諾契約書 （ Windows のライセンス） への 同意 
マイクロソフトソフトウェア使用許諾契約書の内容をお読みになり、契約内容に同意 
するかしないかを選択してください。なお、[同意する]を選択しないと 、 Windows 
を使用することはできません。 

• 日付と時刻の設定 

[日付と時刻のプロパティ]画面でパソコンの日付と時刻を設定します。セットアッ 
プ後に変更することが可能です。 

■ Product Key がパソコン本体に貼られているラベルに印刷されています。 

So このラベルは、絶対になくさないでください。再発行はできません。 

紛失した場合、マイクロソフト社からの保守が受けられなくなります。 


50 













j セツトアツプの操作手順 


初めて電源を入れると、 [Windows セットアップの確認]画面が表示されます。 


こ政⑽. 冒萃のパガノ巧ゎ，い:しで， 
I ことに.史とさい S す. 

Gh よ汍 Wndc« ^yV7v t, 

*lKr-T!jILt；^ [EiiMfWp —重 



TOBHIQA 


枕 4^/fc* 


I Enter | キーを押す 

Windows のセットアップが開始されます。 

パソコンが再起動し、[ネットワークパスワードの入力]画面が表示されます。 


基 


起心 


ユ-ブニ娜 [ Ff ? 

ra ^ -吧 I 


ユーザー名を入力する 

_幻 +@识キーを押すと、力ーソルがユーザー名に移動します。 

_キーを押して「既定」を削除します。 

ユーザー名はひらがな、漢字、半角英数文字が入力できます。 

ひらがなや漢字を入力するには、 MS-IME を起動します。 MS-IME とは、かなや漢字を 
入力するための日本語入カシステムです。キー ( MS - IME 2000の場合）また 
は圆+ 3^^1 キー ( MS - IME 98 の場合）を押してください。 


7^) - 

メモ 


ご購入時の MS - IME のパージョンはお使いになるモデルによって異なります。システムの復 
元後の場合は、 MS - IME 98 になります。 

^ 1"1章6-日本語入カシステム」 

ひらがなや漢字の入力のしかた 
標準状態での入力方法は、ローマ字入力です。 

例：“なかた”または“中田”と入力する場合 
1とキーを押す 

"なかた”と表示されます。入カミスをした場合は 、 I Backspace |キーを押して入 
カミスした文字を削除します。 

2 ひらがなのままでよい場合は、 | Enter | キーを押す 

"なかた”で確定されます。 

漢字に変換する場合は I Space I キーを押し、目的の漢字が表示されたら、 「 EM^I 
キーを押す 

I Space I キーを押すたびに、漢字の候補が表示されます 。 I Enter I キーを押すと、 
選択した漢字で確定します。 


電源を入れて切るまで 
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3 パスワードを入力する 

ユーザー名の入力が終わった後、江10キーを押します。 

パスワードには次の文字（半角英数文字）が使用できます。4〜8文字を目安に設定してく 
ださい。ひらがなや漢字は入力できません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

ABCDEFGHI J KLM N 

0 PQ RSTUVWXYZ 

数字（半角） 

0123456789 

記号（単独のキーで入 
力できる文字の一部） 

-八@ □ ; (スペース） 

使用できない文字 

• 全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動が必要な文字 

【例】漢字、カタカナ、ひらがな、日本語入カシステム 
が供給する記号など 

-単独のキーで入力できない（入力するとぎに | Shift | キー 
などを使用する）文字 

【例】1 (バーチカルライン）、& (アンド）、 

~ (チルダ）など 
-¥ (エン） 

キーや Vi キーを押すと¥が入力されます。 


入力したパスワードは「****」で表示されます。 

ノ '{スワー ドは間違いのないように入力してください。入カミスをした場合は、 
Backspace ! キーを押して入カミスした文字を削除します。ノ V ° スワードの入力が終 
わったら、 [0 K ] ポタンをクリックします。 

[ Windows パスワードの設定]画面が表示されます。 
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2 章- 2 初めて電源を入れるとき 


4 登録したパスワードをもう1度入力し、 [ DK ] ポタンをクリックする 

[ようこそ]画面が表示されます。 



■ —pi ilH ■办 i •: "h 

松 m 以^ 1 


pi 囔 :- y m 

_tbi _ mp.4- mr. 軻 _ 
: ： ut#< ° i - nmn u . j - 

蠢 ^ .^ipQU 


■■■31:1 
'.U >■■ 


■ ■ I ■ -■ 

- r mri tl i 


入力したパスワードが間違ってし)る場合は、メッセージが表示されますので、 [0 K ] ボタ 
ンをクリックしてメッセージを消した後、パスワードをもう1度入力し直してください。 


7^) - 

メモ 


登録したノくスワードを正しく入力できない場合 
1 ran キーで[新しいパスワードの確認入力]のパスワードをすべて削除する 
2 rshifti キーと pTabl キーを同時に押す 

力ーソルが[新しいパスワード]に戻ります。 

TOTfr — を押して、いったんパスワードをすべて削除する 


3 

4 

5 

6 
7 


新しいパスワードを入力する 
rrabi キーを押す 
[新しいノ v ° スワードの確認入力] 
[0 K ] ボタンをクリックする 


に同じパスワードを入力する 


5 Esc | キーを押す 

MS - IME のチュートリアルに進み、入力の練習を行う場合は®]キーを押してください。 
入力の練習を行わなかった場合、または練習が終了した後に 、 [Windows 98へようこ 
そ]画面が表示されます。 










6 名前とふりがなを入力する 

名前は必ず入力してください。ふりがなは省略できます。ふりがなを入力するには、名前を 
入力した後、キーを押します。 

ひらがなや漢字を入力するには、日本語入カシステム ( MS - IME ) を起動します。 

キー （ MS - 旧 E 2000の場合）または TO 十 キ ー ( MS - 旧 E 98 の場 
合）を押してください。 

7 [次へ]ポタンをクリックする 

[モデムを使って接続する]画面が表示されます。 

ここではインターネット（モデム）への接続は行いません。 

インターネットへの接続とオンライン登録は、セツトアップ終了後に行えます。 



8 [スキップ]ポタンをクリックする 

[ダイヤルのキャンセル]画面が表示されます。 
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9 画面の[はい]をチェック（左側の〇印をクリック）して、[次へ]ポタン 
をクリックする 

[ Windows ユーザー使用許諾契約]画面が表示されます。 

契約内容を、必ずお読みください。 

表示されていない部分を見るには、▲▼ボタンをクリックするか 、 PgUp I キー、 PsD:n I キー 
を使って画面を動かしてください。 

なお、契約に同意しなければ、セツトアップを続行することはできません。 



10画面の[同意する]をチェック（左側の〇印をクリック）して、[次へ]ポ 
タンをクリックする 

[セツトアップの完了]画面が表示されます。 



初めて電源を入れるとき 


2章- 
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11 [完了]ポタンをクリックする 


[日付と時刻のプ□パティ]画面が表示されます。 


12旧付]と[時刻]が正しく設定されているか確認する 

正しく設定されていない場合は設定してください。設定後、[適用]ボタンをクリックする 
と、日付および時刻の設定が確定され、パソコンの時計が動作します。 

13 [タイムゾーン]で 「( GMT +09:00) 東京、大阪、札幌」が選択されてい 
ることを確認する 

「( GMT +09:00) 東京、大阪、札幌」が選択されていない場合は、▼ボタンをクリックし、 
一覧から選択してください。 

14 [閉じる]ポタンをクリックする 

旧付]、[時刻]、[タイムゾーン]を変更した場合は、 [0 K ] ボタンをクリックしてください。 
Windows のセットアップが終了し、 Windows のデスクトップ画面が表示されます。 


7 ^) 

メモ 


東芝とマイクロソフト社へのユーザ登録を行なつてください。 
^ユーザ登録〇「本節4ユーザ登録をする」 


Windows の使いかた 


Windows の使いかたについては、同梱されている『ファーストステップガイド 
Microsoft Windows 98 SECOND EDITION 』 をご覧ください 0 
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2 章- 2 初めて電源を入れるとき 


^ Windows 2000 のセットアップ 

Windows 2000 /NT モデルでは、ご購入時は Windows 2000が標準システムと 
なつています。 

Windows 2000のセットアップでは、次のことを行います。 

•マイク□ソフト使用許諾契約書 （Windows のライセンス）への同意 
マイクロソフト使用許諾契約書の内容をお読みになり、契約内容に同意するかしない 
かを選択してください。なお、[同意する]を選択しないと、 Windows を使用するこ 
とはできません。 

•ユーザー情報の登録 

名前、会社名または組織名（省略可能）を登録します。 

•コンピュータ名の指定 

使用するコンビュータ名と Administrator のパスワードを入力します。 

コンピュータ名は自動で作成されます。変更することもできます。 

コンピュータ名の付けかたに関しては、必ずネットワーク管理者にお問い合わせください。 
• 日付と時刻の設定 

[日付と時刻の設定]画面でパソコンの日付を時刻を設定します。セットアップ後に 
変更することが可能です。 

•ネットワークの設定 

ワークグループまたはドメイン名の設定を行います。 

ネットワークの設定は、必ずネットワーク管理者にお問い合わせください。 

• プ□ダクトキーがパソコン本体に貼られているラベルに印刷されています。 

So このラベルは、絶対になくさないでください。再発行はできません。 

紛失した場合、マイクロソフト社からの保守が受けられなくなります。 







d セツトアップの操作手順 


次の手順に従ってセットアップを行なってください。 

^ •初めて電源を入れると、セットアップイメージが正しいかを確認するために、 「 CHKDSK 」 が 
お願い 実 fi 1 されます。 

ファイルシステムの異常が検出されたわけではありませんので、問題なくご使用いただけます。 

初めて電源を入れると 、 [Windows 2000セットアップウィザードの開始]画面が表示 
されます0 _ 
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[次へ]ポタンをクリックする 

[ライセンス契約]画面が表示されます。 

契約の内容を必ずお読みください。 

表示されていない部分を見るには、▲▼ボタンをクリックするか PgUp キー、 

P 肖 Dnl キーを使って、画面をスクロールさせてください。なお、契約に同意しなければ、 
セットアップを続行することはできません。 
















3 名前と組織名を入力する 

名前は必ず入力してください。組織名は省略できます。組織名を入力するには、名前の入力後 
_キ_を押します。 


を 


日本語入カシステムが起動しています。 

ひらがなや漢字の入力のしかた 
標準状態での入力方法は、ローマ字入力です。 

例："なかた”または“中田”と入力する場合 

1とキーを押す 

"なかた”と表示されます。入カミスをした場合は 、 I Backspace I キーを押して入 
カミスした文字を削除します。 

2 ひらがなのままでよい場合は、 I Enter I キーを押す 

"なかた”で確定されます。 

漢字に変換する場合は I Space I キーを 押し、目的の漢字が表示されたら、 [ E ® 
キーを 押す 

I Space I キーを押すたびに、漢字の候補が表示されます 。 I Enter I キーを押すと、 
選択した漢字で確定します。 



2画面下部の[同意します]をチェックして[次へ]ポタンをクリックする 

• [同意しません]を選択した場合は、次にパソコンを起動したとき、最初からセットアップを 
a メモ やり直す必要があります。 

[ソフトウェアの個人用設定]画面が表示されます。 


初めて電源を入れるとき 


2章- 


電源を入れて切るまで 
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4 [次へ]ポタンをクリックする 

[コンピュータ名と Administrator のパスワード]画面が表示されます。 



S コンピュータ名と Administrator のパスワードを入力する 

コンピュータ名は自動で作成されます。変更する場合は、半角英数字で15字以内の名 
前を入力してください。 

コンピュータ名の付けかたに関しては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

Administrator と呼ばれるユーザ名を作成します。コンピュータにフルアクセスする場 
合に使用します。 

• パスワードは大文字と小文字が区別されますので注意してください。 

ST 例えば、 「 PASSWORD 」 と 「 password 」 は別のパスワ—ドとして識別されます。 


6 [次へ]ポタンをクリックする 

[日付と時刻の設定]画面が表示されます。 







2 章- 2 初めて電源を入れるとき 


7旧付と時刻]の設定をする 

日付と時刻を確認します。 

タイムソーンで r ( GMT +09:00) 大阪、札幌、東京」が選択されていることを確認します。 
「( GMT +09:00) 大阪、札幌、東京」が選択されていない場合は▼ボタンをクリックし、一 
覧から選択してください。 

8 [次へ]ポタンをクリックする 


[ネットワークの設定]画面が表示されます。 
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9ネットワークの設定をする 

ネットワークの設定はネットワーク管理者にお問い合わせください。 
標準設定またはカスタム設定のどちらかを選択してください。 


7^) 

メモ 

お願い 


標準設定： Microsoft ネットワーククライアント、 Microsoft ネットワークのファイルとプ 
リンタの共有サービス、アドレスを自動的に指定する TCP / IP トランスポートプ□トコルを 
使ってネットワーク接続を作成します。 

カスタム設定：手動でネットワークコンポーネントを構成することができます。 

お使いのネットワーク環境によって設定が異なりますので、ネットワークの設定は必ずネッ 
トワーク管理者にお問い合わせください。 


10 [次へ]ポタンをクリックする 

[ワークグループまたはドメイン名]画面が表示されます。 
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11 ワークグループまたはドメイン名の設定をする 

ワークグループまたはドメイン名の設定はネットワーク管理者にお問い合わせください。 
ワークグループまたはドメインのどちらかを選択してください。 

選択後、[ワークグループまたはドメイン名]にワークグループ（ドメイン）名を入力 
してください。 

^ お使し、のネットワーク環境によって設定、およびワークグループ（ドメイン）名が異なります。 

必ずネットワ-ク管理者にお問い合わせください。 

12 [次へ]ポタンをクリックする 

設定の保存後 、 [Windows 2000セツトアップウイザード完了]画面が表示されます。 



13 [完了]ポタンをクリックする 

再起動します。再起動後に[ネットワーク識別ウィザードの開始]画面が表示されます。 
ここで、コンピュータをネットワークに接続する手続きをします。 



£ ] し 二 4 I 
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2 章- 2 初めて電源を入れるとき 


14 [次へ]ポタンをクリックする 

[このコンピュータのユーザー]画面が表示されます。 
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15 ユーザの 設定をする 

このコンピュータで使用するユーザを指定します。 

• [ユーザーはこのコンピュータを使用するとき、ユーザー名とパスワードを入力する必要 
がある] 

…指定したユーザでパスワードを入力してから□グオンします。 

• [常に次のユーザーがこのコンピュータに□グオンすると仮定する] 

•••指定したユーザで自動的に□グオンします。 

ここで指定できるユーザは手順3で入力した名前、あるいは Administrator です。 
▼ボタンをクリックして選択してください。 

16 [次へ]ポタンをクリックする 

[ネットワーク識別ウィザードの終了]画面が表示されます。 
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17 [完了]ポタンをクリックする 

Windows 2000のセットアップを完了しました。 

手順15で[ユーザーはこのコンピュータを使用するとき…]を選択した場合 、 [Windows 
へのログオン]画面が表示されます。 Administrator パスワードを入力して、 [0 K ] ボタン 
をクリックすると、 Administrator でログオンし 、 [Windows 2000の紹介]画面が表示 
されます。 

手順15で[常に次のユーザーがこのコンピュータに…]を選択した場合、指定されたユー 
ザ （ Administrator または例：中田）で自動的にログオンし 、 [Windows 2000の紹介] 
画面が表示されます。 



• [Windows 2000の紹介]の下部にあるチェックボックス（スタートアップ時にこの画面 
~モ を表示）をクリックしてチェックを解除すると、次に Windows 2000が起動したときは 
[Windows 2000の紹介]は表示されません。 

^ [Windows 2000の紹介]画面を再表示する方法 

〇 [スタート]-[プログラム]-[アクセサリ]-[システムツーノレ]-[はじめに]を 
クリックする 

•次のようなノ ティシヨンがノ V — ドディスクに作成されています。 

C ドライブ： NTFS システム 

• 東芝とマイクロソフト社へのユーザ登録を行なってください。 

^ユーザ登録〇「本節4ユーザ登録をする」 

分 Windows の使いかた J 

Windows の使いかたについては、『クイックスタートガイド』、または[スタート]- 
[ヘルプ]をクリックして、 『 Windows のヘルプ』をご覧ください。 
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^ Windows NT のセツトアップ 


Windows 2000 / NT モデルでは 、 Windows 2000が標準システムとなっています。 
Windows NT をお使いになる場合は、リカパリ CD で Windows NT システムを復元し 
てください。 

Windows NT のセットアップでは、次のことを行います。 

•ユーザー情報の登録 
名前と組織名（省略可能）を登録します。 

•マイク□ソフトソフトウェア使用許諾契約書 （Windows の ライセンス） への 同意 
マイク□ソフトソフトウェア使用許諾契約書の内容をお読みになり、契約内容に同意 
するかしないかを選択してください。なお、[同意する]を選択しないと 、 Windows 
を使用することはできません。 

籲コンピュ_夕名の登録 

ネットワーク上でパソコンを個別に認識するために、コンピュータ名の登録を行いま 
す。コンピュータ名の付けかたは、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

セットアップ終了後に、 Administrator パスワードの設定と、システム修復ディスクの 
作成を行なってください。 

眩「本項 Administrator パスワードの設定/変更」 

^ 「本項システム修復ディスクの作成」 

セットアップ終了後に、[コントロールパネル]-旧付と時刻のプロパティ]画面の 
[日付と時刻]タブで、パソコンの日付と時刻の設定を行なってください。 

• プ□ダクト〇がパソコン本体に貼られているラベルに印刷されています。 

So このラベルは、絶対になくさないでください。再発行はできません。 

紛失した場合、マイクロソフト社からの保守が受けられなくなります。 



電源を入れて切るまで 





d セツトアツプの操作手順 


次の手順に従ってセットアップを行なってください。 

^ •初めて電源を入れたときと 、 Windows NT のセットアップ完了後、2回目の再起動時に、 
ST セットアップイメ-ジが正しいかを確認するために、 rCHKDSKJ が実行されます。 

ファイルシステムの異常が検出されたわけではありませんので、問題なくご使用いただけます。 

初めて電源を入れると、 [ Windows 2000セットアップウィザードの開始]の画面が表 
示されます。 
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1 「Product Recovery CD-ROM Disk 1 」を CD-ROM ドライブにセツト 
する 

CD - ROM ドライブが内蔵されていない場合、外付け CD - ROM ドライブ （ PA 2671 LU 、 ま 
たは PA 2673 UJ ) をご使用ください。 

@詳細について^)「7章3標準システムを復元する」 

2 電源スイッチを5秒以上押す 

電源が切れます。 

^キーポードのキーを押しながら、電源スイッチを押す 


T 0 SH 旧 A の□ゴが表示されたらに J キーを離します。 

「復元する 0 S を選択してください」というメッセージが表示されます。 
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4 Windows NT システムを復元する 

「7章3標準システムを復元する」の Windows 2000 / NT モデルの場合の手順4から操作 
を行なってください。 

復元が完了し、システムが再起動すると 、 [Windows NT セツトアップ]画面が表示されます。 
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5 [次へ]ポタンをクリックする 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 



使用許諾契約 
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マイク□ソフトソフトウェア使用許諾契約書の内容を必ずお読みください。 

表示されていない部分を見るには、▲▼ポタンをクリックするが HgUeJ キー、 
p 只 Dnl キーを使って、画面をスクロールさせてください。なお、契約に同意しなければ、 
セットアップを続行することはできません。 



電源を入れて切るまで 
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画面下部の[同意します]をチェック（左側の〇印をクリック）して[次へ] 
ポタンをクリックする 

' [同意しません]を選択した場合は、次にパソコンを起動したとき、最初からセットアップを 
やり直す必要があります。 



名前と組織名を入力する 

名前は必ず入力してください。組織名は省略できます。組織名を入力するには、名前の入力後 
_キ_を押します。 



メモ 


• 日本語入カシステムが起動しています。 

ひらがなや漢字の入力のしかた 
標準状態での入力方法は、ローマ字入力です。 

例："なかた”または"中田”と入力する場合 

1:囚 E 囚と キーを押す 

"なかた’と表示されます。入力 S スをした場合は、 I Backspace! キーを押して入 
力5スした文字を削除します。 

2 ひらがなのままでよい場合は、 | Enter キーを押す 

"なかた”で確定されます。 

漢字に変換する場合は I Space キーを 押し、目的の漢字が表示されたら、[匡 
キーを 押す 

Space キーを押すたびに、漢字の候補が表示されます。 Enter キーを押すと、 
選択した漢字で確定します。 




2 章- 2 初めて電源を入れるとき 


8 [次へ]ポタンをクリックする 

[コンピュータ名]画面が表示されます。 



fCMl' I ,!■ ->t/ ■ I 


9コンピュータ名を入力する 

コンピュータ名の付けかたに関しては、ネットワーク管理者にお問い合わせください。 

• コンピュータ名を変更する場合は、セットアップ終了後に Administrator 権限で□グオン 
So し、[コントロ-ルパネル]の[ネットワーク]を起動して変更してください。 

10 [次へ]ポタンをクリックする 

[Windows NT セツトアップ]画面が表示されます。 



■: hm 1 I jrf , 



電源を入れて切るまで 
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11 [完了]ポタンをクリックする 


Windows NT のセツトアップが完了しました。パソコンが再起動し、[ようこそ]画面が表 
示されます。 



この画面の[新機能の説明]、[次のヒント]などのボタンをクリックすることにより 
Windows NT の概要を知ることができます。 

Windows NT をはじめてご使用になる場合は、必ずお読みください。 

• [コント□—ルパネル]の旧付と時刻]アイコンをダブルクリックし、旧付と時刻]タブ 
So で酿の日付と日賴の設定を廳してください。 

• [ようこそ]の下部にあるチェックボックス （Windows NT を次に起動するときも、このダ 
メモ イアログを表示する）をクリックしてチェックを解除すると、次に Windows NT が起動し 

たときは[ようこそ]は表示されません。 

ただし、初期セットアップ完了後の最初のログオン時には、このチェックボックスは表示さ 
れません。 

^ [ようこそ]ダイアログボックスを再表示する方法〇 『Windows NT のヘルプ』 

• 次のようなパーティションが八ードディスクに作成されています。 

C ドライブ：約 8 GB 、 NTFS システム 

八ードディスクの残りの領域をお使いになる場合は、ディスクアドミニストレータを使用し 
て、パーティションの作成やフォーマットを行なってください。 

「ディスクアドミニストレータ」の詳細は 、 『Windows NT のヘルプ』をご覧ください。 

• 東芝とマイクロソフト社へのユーザ登録を行なってください。 

^ユーザ登録〇「本節4ユーザ登録をする」 

^ Windows の使いかた） 

Windows の使いかたについては、[スタート]-[ヘルプ]をクリックして、 

『 Windows のヘルプ』をご覧ください。 

^ Microsoft Office ^ 1 ) のセットアップ CD が同梱されているパソコンの場合） 

Microsoft Office は、以上の手順ではインストールされません。 

Windows のセットアップが終了した後に、アプリケーションのパッケージに同梱され 
ている説明書を参照のうえ、インストールしてください。 

(*1 ) Microsoft ® Office 2000 Personal 
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2 章- 2 初めて電源を入れるとき 


セットアップ直後の初期状態では、 Administrator のパスワードは設定されてし)ませ 
ん。次の手順に従って、パスワードを設定してください。 

セットアップ作業から継続して設定する場合は、手順1と4は必要ありません。 

• パスワードは大文字と小文字が区別されますので注意してください。 

例えば、 「 PASSWORD 」 と 「 password 」 は別のパスワ-ドとして識別されます。 

Administrator でログオンする 



[パスワードの変更]ポタンをクリックする 

[パスワードの変更]画面が表示されます。 


1»] 
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[古いパスワード]ボックスに、現在使用しているパスワードを入力する 

初期設定ではパスワードが設定されていないので、空欄のままにしておいてください。 
入力したパスワードは* (アスタリスク）で表示されます。 

[新しいパスワード]ボックスに、新しく設定するパスワードを入力する 

入力したパスワードは* (アスタリスク）で表示されます。 

[新しいパスワードの確認入力]ボックスに、同じパスワードを入力する 

入力したパスワードは* (アスタリスク）で表示されます。 


Administrator パスワードの設定/変更 


2 


3 


4 


5 6 









7 [ OK ] ポタンをクリックする 

パスワードが正しく設定されると、次の画面が表示されます。 



8 [ DK ] ポタンをクリックする 

[Windows NT のセキュリティ]画面に戻ります。 

9 [キャンセル]ポタンをクリックする 

新しいパスワードは、次回から有効になります。 

Q システム修復ディスクの作成 

システム修復ディスクを作成しておくと、システムファイルが破損した場合に、セット 
アップが完了した直後の状態にシステムを復元することができます。 

2 H □形式/1 .44 MB でフォーマット済みのフロッピーディスクを1枚ご用意ください。 

^ •システム修復ディスクを作成すると、フロッピーディスクに入っているデータはすべて消え 
So てしまいます。作業の前に、フロッピーディスクに何も保存していないことをご確認くださ 
い0 

1[スタート]-[ファイル名を?旨定して実行]をクリックする 

[ファイル名を指定して実行]画面が表示されます。 



2 [名前]ボックスに 「 RDISK 」 と入力する 



72 






3 [ OK ] ポタンをクリックする 

[修復ディスクユーテイリテイ]画面が表示されます。 


2章-2初めて電源を入れるとき 



システム修復ディスクの詳細については、[ヘルプ]ポタンをクリックして、ヘルプをご覧く 
ださい。 

4 [修復ディスクの作成]ポタンをクリックする 

次のメ ツセー ジが表示されます。 



5 2 HD 形式/ 1.44 MB フオーマットのフロッピーディスクをフロッピーディ 
スクドライブにセットする 

6 [ DK ] ポタンをクリックする 

システム修復ディスクの作成が始まります。 

システム修復ディスクの作成が終了すると、次のメッセージが表示されます。 



7 [ DK ] ポタンをクリックする 

[修復ディスクユーティリティ]画面に戻ります。 

8 [終了]ポタンをクリックする 

9フロッピーディスクドライブから、システム修復ディスクを取り出す 

システム修復ディスクは、分かりやすいようにラベルなどを貼り、大切に保管してください。 

^システム修復ディスクについて 

C 『システム修復ユーティ U ティのヘルプ』、 『 Windows のヘルプ』 


電源を入れて切るまで 
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^ユーザ登録をする 

本製品をお使いになるにあたって、東芝とマイクロソフト社へのユーザ登録は必ず行 
なってください。登録はそれぞれ行う必要があります。登録を行わないと、今後のサ 
ポートを受けられない場合があります。いずれもインターネットを使って登録する場合 
は、モデムなどが必要です。また、インターネットをご利用になるにはプロパイダとの 
契約が必要です。 

LAN を使ってインターネットをご利用になる場合は、ネットワーク管理者にご確認く 
ださい。 

東芝へのユーザ登録） 

同梱されている登録はがき、またはインターネットで登録できます。 

インターネットで登録する場合 

インターネットに接続するための設定を行なった後、次のアドレスを入力し、表示され 
た画面から登録を行う 

http :// www 5. toshiba . co . jp / tpmc / nkhh.htm 

マイクロソフト社へのユーザ登録） 

同梱されているはがきで登録できます。 

Windows 98/2000の場合、インターネットで登録できます。 

インターネットで登録する場合 

インターネットに接続するための設定を行なった後、次のように登録します。 

•國 

[スタート]-[プログラム]-[アクセサリ]-[システムツール]- [ Windows へよ 
うこそ]で[今すぐ登録]をクリックする 

•m 

[スタート]-[プログラム]-[アクセサリ]-[システムツール]-[はじめに]で 
[今すぐ登録]をクリックする 
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3 電源を切る 


パソコン本体の電源を切るには、次の方法があります。 

電源を切るときに、次の機能が実行できます。 

-シャットダウン機能 
-スタンバイ機能 (Pig 圆 ) 

-サスペンド機能 （PUT ) 

-休止状態 （m h ) 

これらの機能を実行して電源を切るには、いくつかの方法があります。 

@シャットダウン機能 1 

Windows を終了して、パソコン本体の電源を切ります。 

スタンパイ/サスベンド機能） 

電源を切る直前の状態をメモリに保持する機能です。 

次に電源を入れると、切る直前の状態を再現します。 

休止状態に比べて、状態の再現がすばやく行われます。 

しかし、休止状態実行時よりもパッテリを消耗しますので、 AC アダプタを取り付けて 
お使いになることをおすすめします。 

^ •スタンバイ/サスペンド機能を実行中にバッテリを使い切ったとき、またはバッテリパック 
So を取りはずしたときは、スタンバイ/サスペンド機能が無効になります。また、データが消 

失するおそれがあります。 

休止状態） 

* Windows NT にはこの機能はありません。 

電源を切る直前の状態を八ードディスクに保存する機能です。 

スタンバイ/サスペンド機能と同様に、次に電源を入れると、切る直前の状態を再現し 
ます。 

休止状態を実行するには、あらかじめ設定が必要です。 

ご購入時は有効に設定されています。 

■シャットダウン、スタンバイ/サスペンド、休止状態 
〇「5章1消費電力を節約する」 

况注意— Disk 〇 LED または FDD / CD-ROM 0/® LED が点灯中は、電源を切ったり、\ 

フロッピーディスクドライブのイジェクトポタンや CD-ROM ドライブ/ DVD-ROM 
ドライブのイジェクトポタンを押したりしないでください。データが消失するおそれ 
や、フロッピーディスクドライブ、 CD-ROM ドライブ/ DVD-ROM ドライブが壊れ 
るおそれがあります。 

•パソコン本体や周辺機器の電源は、切った後すぐには入れないでください。故障の原 
V 因になります。 J 



電源を入れて切るまで 
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• この方法で電源を切るとスタンパイ機能や休止状態は実行されません。 

メモ 
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1データを保存し、アプリケーションを終了する 
2 [スタート] ①- [Windows の終了]②を選択する 

| ,; Sl 

0 咖卿 


② I 
① I 


»〇〇〇〇< 

侧了 OUO . 


右；3 23 


( 表示例 ) 


3 [電源を切れる状態にする]がチェックされていることを確認し、 [0K] ポ 
タンをクリックする 



• 必ず手順に従って電源を切ってください。手順に従って電源を切らないと、故障の原因とな 
お願い ることがあります。 

-周辺機器の電源は、パソコンの電源を切った後に切ってください。 

•休止状態 （_ P 0 OOI ) が実行されている間は、メモリ内容をハードディスクに書き込ん 
だ後に、電源が切れます。その間、 Disk 8 LED が点灯し続けます。 LED が点灯中は、 
バッテリパックをはずしたり、 AC アダプタを抜いたりしないでください。 
•スタンバイ/サスペンド機能、休止状態を設定していない場合は、データを保存し、アプリ 
ケーシヨンをすべて終了させてから、電源を切ってください。データが消失するおそれがあ 
ります。 

-スタンバイ/サスペンド機能を実行して電源を切った状態でバッテリパックを取りはずすと、 
データが 消失します。 

ぶ Windows 98 の場合 


^方法1 一 R 夕一卜]メニューから Windows 链17する（シャツトダウ： «) 



















2 章- 3 電源を切る 


fe 處 XJDOOW 

②4 b MWxiwu 律了明 . 

① ^ ^ 


2 [スタンバイ]を選択し、 [ ok ] ポタンをクリックする 

スタンパイ機能を実行して終了します。 


1[スタート]①- [ Windows の終了]②を選択する 


表示例 




次の方法 TWTUtr か 1 ^ 

|T n：Jv .»v.i' ： Y ： 
r tar 芝切状熟：:す:)© 
r す i 砂 

r MS-DOS モー P で 


""^1 •スタンバイ機能を実行すると、休止状態実行時よりバッテリの保持時間は非常に短くなりま 
^ t す。バッテリ駆動で使用する場合は、休止状態を使用することをおすすめします。 


\ OK | 4 ■ャ: / t ル 


.一からスタンバイ機能を実行する 


方法2— [スタート] 



電源を入れて切るまで 
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Q 方法 3 -[スタート]メニューから休止状態を実行する 

あらかじめ[コント□—ルパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休止状態を 
サポートする]をチェックして、休止状態を有効にしておきます。 

1[スタート]①-[休止状態]②を選択する 

休止状態を実行して終了します。 

[スタート]メニューの項目はあらかじめインス!ルされているアプリケーションやお客様 
の設定により異なる場合があります。 


冰止扰 te 


② I 

r^j 7Wjm 
‘1 
•こ 5 

! 柳[ン 

身 外フ划 

^3フ7认名钔して実行炒 

^ XKTOK_ わ V 
(LP 

①ハ-卜 i ； x ： j j 


(表示例) 


W 方法4-鼋源スイッチを押す 

シャットダウン機能、スタンパイ機能、休止状態を実行できます。 

あらかじめ、「東芝省電カユーティリティ」での設定が必要です。 

1電源スイッチを押したときに実行したい処理（機能）を選択する 

[コント□—ルバネル]-[東芝省電力]-[電源設定]タブ-利用する省電カモードを選択し、 
[詳細]ポタンをクリック-[動作]タブ-[電源ボタンを押したとき]で、表示されるメ 
ニューから実行したい処理* (機能）を選択します。 

* [電源オフ]がシャットダウン機能です。 
^省電カモードについて〇「5章1消費電力を節約する」 

•休止状態を使用するには、[コント□—ルパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休 
メモ 止状態をサポートする]をチェックしてください。 

• [ Fnl + キーを使用しても、電源スイッチを押したときに実行したい処理を設定できます。 

^詳細について〇 1"1章6-画キーを使った特殊機能キー」 

2電源スイッチを押す 
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2 章- 3 電源を切る 


j 方法5— ディスプレイを閉じる（パネルスイッチ機能） 

シャットダウン機能、スタンバイ機能、休止状態を実行できます。 

あらかじめ、「東芝省電カユーティリティ」での設定が必要です。 

1ディスプレイを閉じたときに実行したい処理（機能）を選択する 

[コント□—ルパネル]-[東芝省電力]-[電源設定]タブ-利用する省電カモードを選択し、 
[詳細]ボタンをクリック-[動作]タブ-[コンピュータを閉じたとき]で、表示されるメ 
ニューから実行したい処理* (機能）を選択します。 

* [電源オフ]がシャッ ト ダウン機能です。 
@省電カモードについて〇「5章1消費電力を節約する」 

スタンバイ機能または休止状態を実行して電源を切った場合、ディスプレイを再び開けると、 
自動的に電源が入り、ディスプレイを閉じる直前の状態を再現します。 

•休止状態を使用するには、[コント□—ルパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休 
yt 止状態をサボートする]をチェックしてください。 

2ディスプレイを閉じる 



電源を入れて切るまで 
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データを保存し、アプリケーションを終了する 
[スタート]①-[シャツトダウン]②を選択する 




■ ^1 抑ゆ 

» 0 〜 I ■，他 


^hp5^4J!) 


. JBit 卜态 Cd 




-[ X タート]メニューから Windows を終了する（シャツトダウ: 


③ Windows 2000 の場合 


12 








J ^) - 

メモ 


スタンノ（イ機能を実行すると、休止状態実行時よりバッテリの保持時間は非常に短くなりま 
す。バッテリ駆動で使用する場合は、休止状態を使用することをおすすめします。 


^方法3— [スタート]メニューから休止状態を実行する 

あらかじめ[コント□ールパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休止状態を 
サポートする]をチェックして、休止状態を有効にしておきます。 

1[スタート]①-[シャットダウン]②を選択する 

I < ^ 

3 ^■，砂 

>"JlJ 7H 5 ル : StB 王し〒诹 

れ^！ (表示例) 

2 [Windows のシャットダウン]画面で、ドロップダウンリストから[休止 
状態]を選択し、 [OK] ポタンをクリックする 

休止状態を実行して終了します。 


姑、 



I « ] 


へ妙| 


2 [Windows のシャットダウン]画面で、ドロップダウンリストから[スタ 
ンバイ]を選択し、 [OK] ポタンをクリックする 

スタンパイ機能を実行して終了します。 



2章-: B 電源を切る 
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Q 方法 4 -電源スイッチを押す 

シャットダウン機能、スタンパイ機能、休止状態を実行できます。 

あらかじめ、「東芝省電カユーティリティ」での設定が必要です。 

1電源スイッチを押したときに実行したい処理（機能）を選択する 

[コント□—ルバネル]-[東芝省電力]-[電源設定]タブ-利用する省電カモードを選択し、 
[詳細]ポタンをクリック-[動作]タブ-[電源ボタンを押したとき]で、表示されるメ 
ニューから実行したい処理* (機能）を選択します。 

* [電源オフ]がシャットダウン機能です。 
@省電カモードについて〇「5章1消費電力を節約する」 

•休止状態を使用するには、[コント□—ルパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休 
s メモ 止状態をサポートする]をチェックしてください。 

• _ + _キーを使用しても、電源スイッチを押したときに実行したい処理を設定できます。 
^詳細について〇 n 章6-画キーを使った特殊機能キー」 

2電源スイッチを押す 

^方法5—ディスプレイを閉じる（パネルスイッチ機能） 

シャットダウン機能、スタンパイ機能、休止状態を実行できます。 

あらかじめ、「東芝省電カユーティリティ」での設定が必要です。 

1ディスプレイを閉じたときに実行したい処理（機能）を選択する 

[コント□—ルバネル]-[東芝省電力]-[電源設定]タブ-利用する省電カモードを選択し、 
[詳細]ポタンをクリック-[動作]タブ-[コンピュータを閉じたとき]で、表示されるメ 
ニューから実行したい処理* (機能）を選択します。 

* [電源オフ]がシャットダウン機能です。 
^省電カモードについて〇「5章1消費電力を節約する」 

スタンバイ機能または休止状態を実行して電源を切った場合、ディスプレイを再び開けると、 
自動的に電源が入り、ディスプレイを閉じる直前の状態を再現します。 

•休止状態を使用するには、[コント□—ルパネル]-[東芝省電力]-[休止状態]タブで[休 
^ ^ 止状態をサポートする]をチェックしてください。 

2ディスプレイを閉じる 


82 




データを保存し、アプリケーションを終了する 
[スタート] ①- [シャツトダウン]②を選択する 

H -^1 

■脅 

|| ^ 

②_ シ Wr&yi 

①4 h 功-卜 


(表示例) 


[コンピュータをシャットダウンする]がチェックされているか確認して 
[はい]ポタンをクリックする 


7^) - 

メモ 


rx ^ 

广わ如-ず ud デ 3 h す - Sy © 


ISliCf. I || 从 7 如 


この方法で電源を切ると、サスペンド機能は実行されません。 


一[ X タート]メニューから Windows 繊了する（シャットダウ: « g ) 


Windows NT の場合 


2章-: B 電源を切る 


電源を入れて切るまで 
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ihfra ， た : m 卿 

後常© 

iTfll 名在 ISteL. て* i 干: 



(表示例) 


7^) - 

"メモ 


サスペンド機能には、一部制限があります。 

@サスペンド機能について〇「5章1消費電力を節約する」、《リリース情報》 


^方法3—ディスプレイを閉じる（パネルスイッチ機能） 

サスペンド機能を実行できます。 

あらかじめ、「省電カユーティリティ」での設定が必要です。 

1パネルスイッチ機能を有効に設定する 

[コント□—ルバネル]-[省電力]-[省電カモード]タブ-利用する省電カモードを選択し、 
[詳細設定]ボタンをクリック-[システム]タブで[サスペンド/レジューム]を選択し、 
[パネルを閉じた時サスペンド、開いた時レジュームする]をチェックします。 

2ディスプレイを閉じる 

サスペンド機能が実行されます。 

サスペンド機能を実行して電源を切った場合、ディスプレイを再び開けると、自動的に電源 
が入り、電源を切る直前の状態が再現されます。 


命 ㈣ K 


1[スタート]①-[サスペンド]②を選択する 

サスペンド機能を実行して終了します。 

[スタート]メニューの項目はあらかじめインストールされているアプリケーシヨンやお客様 
の設定により異なる場合があります。 



一からサスペンド機能を実行する 


方法2 —[スタート] 


1 ylJ)^^^^l 
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本製品には、取扱説明書の他に、オンラインマニュアルがプレインス I ルされていま 
す。便利な設定やプレインス I -ールされているアプリケーションの使いかたなどは、才 
ンラインマニュアルをご覧ください。 

オンラインマニュアルの起動方法は、次のとおりです。 

1パソコン本体の電源を入れる 

@「本章1電源を入れる」 

Windows 画面が表示されます。 

2 [スタート]①-[オンラインマニュアル]②をクリックする 

オンラインマニュアルが起動します。 

表示の内容はあらかじめインストールされているソフトやお客様の設定により異なります。 

* 画面は Windows 98の表示例です。 

•デスクトップ上にある[オンラインマニュアル]アイコンをダブルクリックしても、オンラ 
■メモ インマニュアルを起動することができます。 



アルの起動 


ぢオンラインマニ 


電源を入れて切るまで 
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Q オンラインマニュアルの内容 

オンラインマニュアルを起動すると、次のような目次が表示されますので、その内容を 
簡単に説明します。 

はじめに \ オンラインマニュアル中の表示記号、ユーザ登録などについて 

オンラインマ ニ ュアルの使いかた I オンラインマニュアルの使いかたについて 

ソフトウェア I 本製品に用意されている各アプリケーシヨンについて 

こんなことがしたい I 本製品をいろいろなことに活用する方法について 

困ったときは I 操作に行き詰まったときに、トラブルを解消する方法について 

付録 I 製品の仕様、モデム機能について 

用語集 ] 知っておいた方が良いパソコン関係の用語について 


( Q 検索する） 

[検索]タブで行います。 

[検索]タブ . 探したい語句を入力し、その語句が含まれるページをすべて 

検索します。 
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